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出演団体・時間
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今
年　

回
目
を
迎
え
る

３１

「
流
山
花
火
大
会
」（
同
実

行
委
員
会
主
催
）
が
８
月

　

日
�
、
江
戸
川
河
川
敷

１８で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
花
火
大
会
は
、

花
火
と
音
楽
を
シ
ン
ク
ロ

（
同
調
）
さ
せ
た
『
流
山

ス
カ
イ
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
』

を
新
た
な
演
出
に
加
え
、

花
火
の
打
ち
上
げ
は
４
５

０
０
発
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
花
火
大
会
の
フ

ィ
ナ
ー
レ
は
、
恒
例
の
関

東
最
大
級
の
ナ
イ
ア
ガ
ラ

仕
掛
け
花
火
。
江
戸
川
の

両
岸
を
結
ぶ
約
５
０
０
メ

８月１８日�
江戸川堤で

夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜
空空空空空空空空空空空
ににににににににににに
光光光光光光光光光光光
ととととととととととと
音音音音音音音音音音音
ののののののののののの
競競競競競競競競競競競
演演演演演演演演演演演

打
ち
上
げ　

発
、ナ
イ
ア
ガ
ラ　

ｍ

４５００

５００

１１：００～
ハラウ　カ　プア　ピカケ　イ　ミリアほか
２団体（フラダンス）

Na Lei（ナ　レイ）（ハワイアン演奏）

１４：００～渡辺明日香＆おおたかの森JAZZ Band 

１５：００～
ハラウ　オラ　フラ　ナオミほか１団体
（フラダンス）

１７：００～柏市立柏高校吹奏楽部

第３１回
流山花火大会

　

夏
の
夜
空
と
江
戸
川
の
川
面
を
華
麗
に
彩
る
流
山
の
花

火
大
会
。
夏
の
風
物
詩
と
し
て
親
し
ま
れ
、
今
年　

回
目

３１

を
迎
え
ま
す
。
８
月　

日
�
に
開
か
れ
る
今
回
の
花
火
大

１８

会
で
は
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
に
よ
り
０
・　

秒
毎
の
高

０３

ス
ピ
ー
ド
で
打
ち
上
げ
ら
れ
た
花
火
と
音
楽
を
シ
ン
ク
ロ

（
同
調
）さ
せ
た
ハ
イ
パ
ー
花
火
シ
ョ
ー「
流
山
ス
カ
イ
・
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
」を
披
露
。ま
た
、昨
年
に
続
き
、対
岸
の
埼
玉

県
三
郷
市
の
花
火
大
会
と
の
同
日
開
催
と
な
り
、
見
応
え

が
あ
り
ま
す
。
同
日　

日
の
日
中
に
は
、
流
山
お
お
た
か

１８

の
森
駅
前
広
場
で
、
南
国
リ
ゾ
ー
ト
気
分
を
満
喫
で
き
る

「
サ
マ
ー
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
２
０
０
７
」も
開
催
さ
れ
ま
す
。

家
族
や
友
だ
ち
、ご
近
所
の
方
な
ど
と
、ぜ
ひ
、ご
来
場
を
。

ー
ト
ル
の
仕
掛
け
花
火
が

滝
の
よ
う
に
水
面
に
流
れ

落
ち
る
様
は
、
ま
さ
に
圧

巻
で
す
。

　

な
お
、
昨
年
に
引
き
続

き
対
岸
の
埼
玉
県
三
郷
市

の
花
火
大
会
と
同
日
開
催

と
な
り
、
よ
り
盛
大
に
行

わ
れ
ま
す
。

　

夏
の
夜
空
を
彩
る
七
色

の
光
と
、
暑
さ
を
吹
き
飛

ば
す
音
と
の
競
演
を
、
ご

家
族
や
お
友
だ
ち
、
ご
近

所
な
ど
と
一
緒
に
、ぜ
ひ
、

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

▽
日
時
＝
８
月　

日
�

１８

　

時
〜　

時　

分
※
雨
天

１９

２０

３０

・
荒
天
、
河
川
増
水
の
場

合
は
８
月　

日
�
に
延
期

２５

▽
場
所
＝
流
山
１
〜
３
丁

目
地
先
の
江
戸
川
堤

�
　

日
本
で
初
め
て
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
制
御
に
よ
り
花

火
と
音
楽
を
シ
ン
ク
ロ（
同

調
）さ
せ
た
ハ
イ
パ
ー
花
火

シ
ョ
ー
「
花
火
フ
ァ
ン
タ
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流
山
ス
カ
イ
・

　

流
山
ス
カ
イ
・ 

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

ジ
ア
」
を
駆
使
し
た
、
流

山
花
火
大
会
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
花
火
シ
ョ
ー
で
す
。

　

全
長
１
４
０
メ
ー
ト
ル

の
打
ち
上
げ
台
に　

メ
ー

１０

ト
ル
間
隔
で
設
置
さ
れ
た

花
火
が
、
最
先
端
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
、
０
・　

秒
毎

０３

の
高
ス
ピ
ー
ド
で
連
続
し

て
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

流
れ
る
音
楽
に
、
打
ち

上
げ
花
火
が
シ
ン
ク
ロ
し

た
瞬
間
、
会
場
は
圧
倒
的

な
臨
場
感
と
深
い
感
動
に

包
ま
れ
ま
す
。

有
料
観
覧
席
チ
ケ
ッ
ト

　

窓
口
販
売
を
延
ば
し
ま
し
た　
　

　

お
買
い
求
め
は
お
早
め
に　

　

い
す
席
で
、
ゆ
っ
た
り

と
く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
花
火

を
観
覧
で
き
る
「
有
料
観

覧
席
チ
ケ
ッ
ト
」
を
販
売

中
で
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
流
山

市
商
工
会
、
市
役
所
商
工

課
の
窓
口（
土
・
日
曜
を
除

く
）
も
し
く
は
ロ
ー
ソ
ン

各
店
ま
た
は
セ
ブ
ン
イ
レ

ブ
ン
一
部
店
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
モ
バ
イ
ル
予
約

「
イ
ー
プ
ラ
ス
」h

ttp
:/
/

（ 
   
  
 
 

e
p
lu
s.jp

 
 
  
    

/  
）で
、お
早
め

に
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

　

▼
有
料
観
覧
席
（
全
席

自
由
）
＝
Ｓ
席
…
１
人
３

０
０
０
円
（
折
り
た
た
み

式
パ
イ
プ
い
す
）、Ａ
席
…

１
人
２
０
０
０
円
（
土
手

斜
面
用
特
製
段
ボ
ー
ル
い

す
）
▼
有
料
観
覧
席
の
チ

ケ
ッ
ト
販
売
期
間
＝
８
月

　

日
�
正
午
ま
で
（
窓
口

１８販
売
は　

日
�
ま
で
）
※

１７

　

人
以
上
の
団
体
で
ご
利

１５用
の
場
合
は
エ
リ
ア
を
確

保
し
ま
す

会
場
へ
は
バ
ス
や
電
車
で

　

流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅
か
ら　

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
運
行

　

花
火
大
会
の
会
場
周
辺

に
は
、
駐
車
場
が
あ
り
ま

せ
ん
。
公
共
交
通
機
関
な

ど
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
当
日　

時
か
ら

18

　

時　

分
ま
で
、
会
場
周

21

30

辺
で
道
路
交
通
規
制
（
別

図
参
照
）
が
あ
り
ま
す
。

　

【
総
武
流
山
電
鉄
】

　

◆
流
山
駅
・
平
和
台
駅

か
ら
徒
歩
約
５
分

　

【
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ

ス
】

　

◆
流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ

ー
ク
駅
か
ら
徒
歩
約　

分
25

※
同
駅
か
ら
流
山
駅
東
口

ま
で
の
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
を
運
行
、
バ
ス
下
車
徒

歩
約
５
分

　

◆
南
流
山
駅
（
Ｊ
Ｒ
・

Ｔ
Ｘ
）
か
ら
徒
歩
約　

分
20

※
同
駅
か
ら
東
武
バ
ス

「
平
和
台
駅
前
」
下
車
徒

歩
約
５
分

総
武

流
山
電
鉄

J
R
武
蔵
野
線

つ
く
ば
エク

ス
プ
レ
ス

※�　
�

は�通�行�止�

至松戸 

至新松戸駅 
至三郷中央駅 

至
鰭
ケ
崎
駅
 

至
鰭
ケ
崎
駅
 

至流山おおたかの森駅 

流
山
流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅�
流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅�

本�
会�
大�

部�

消�
防�
署� 

県�
道�
松�
戸�
野�
田�
線�  

至野田 

流山駅 

平和台駅 

市�役�所�

 

江�
戸�
川�

江�
戸�
川� 

江�
戸�
川� 

流�
山�
橋� 

花火大会道路交通規制�

南
流
山
駅
 

至三郷駅 至三郷駅 

　

□問
 

流
山
市
商
工
会
内

花
火
大
会
実
行
委
員
会

事
務
局
�
７
１
５
８
―

６
１
１
１
／
市
商
工
課

�
７
１
５
０
―
６
０
８
５

　

昨
年
の
夏
、
オ
ー
プ
ン

カ
フ
ェ
を
創
出
し
て
ジ
ャ

ズ
や
ロ
ッ
ク
演
奏
な
ど
で
、

好
評
を
い
た
だ
い
た
流
山

お
お
た
か
の
森
駅
「
サ
マ

ー
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
２
０

０
６
」。

　

流
山
お
お
た
か
の
森
駅

開
業
２
周
年
の
今
年
は
、

流
山
花
火
大
会
と
同
日
の

８
月　

日
、
南
口
の
都
市

１８

広
場
に「
南
国
リ
ゾ
ー
ト
」

が
出
現
し
ま
す
。

　

椰
子
の
木
陰
で
ト
ロ
ピ

カ
ル
ド
リ
ン
ク
や
料
理
を

召
し
上
が
り
な
が
ら
、
フ

ラ
あ
り
、ジ
ャ
ズ
あ
り
、全

国
的
に
有
名
な
市
立
柏
高

校
吹
奏
楽
部
２
０
０
人
の

ビ
ッ
グ
な
演
奏
な
ど
を
お

楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
会
場
に
は
、

流山おおたかの森駅流山おおたかの森駅
サマー・ファンタジア２００７サマー・ファンタジア２００７
フラやジャズ演奏などフラやジャズ演奏など
駅前が南国リゾートに駅前が南国リゾートに

ハ
ワ
イ
ア
ン
グ
ッ
ズ
の
販

売
ブ
ー
ス
、
カ
フ
ェ
テ
リ

ア
（
５
０
０
席
）
も
あ
り

ま
す
。

　

暑
い
夏
の
一
日
を
、
ア

ロ
ハ
シ
ャ
ツ
に
着
替
え
て
、

南
国
の
ビ
ー
チ
サ
イ
ド
気

分
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

▽
日
時
＝
８
月　

日
�

１８

　

時
〜　

時
※
雨
天
決
行

１１

１８

▽
場
所
＝
流
山
お
お
た
か

の
森
駅
南
口
都
市
広
場
▽

出
演
団
体
／
時
間
＝
別
表

の
と
お
り
▽
入
場
料
＝
無

料
▽
申
し
込
み
＝
当
日
直

接
会
場
へ

　

※
来
場
に
は
な
る
べ
く

電
車
や
バ
ス
な
ど
の
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ

さ
い

　

□問
 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課

�
７
１
５
０
―
６
３
０
８

花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火とととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととと音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽ががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ花火と音楽がシンクロ
流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山ススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュューーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーージジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル流山スカイ・ミュージカル

対
岸
の
三
郷
市

と
同
日
開
催　
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平成１９年８月１日（水曜日）　　　（　）２第１１４３号

　

健
康
保
険
で
は
、
１
人

の
方
が
、
ひ
と
月
に
同
一

の
医
療
機
関
等
で
、
一
定

額
以
上
の
医
療
費
が
か
か

っ
た
場
合
、
高
額
療
養
費

（
老
人
医
療
以
外
の
方
）

や
、
高
額
医
療
費
（
老
人

医
療
の
方
）
が
給
付
さ
れ

ま
す
。

　

平
成　

年
８
月
診
療
分

１９

よ
り
、
自
己
負
担
限
度
額

を
算
定
す
る
課
税
年
度
が

変
わ
り
、
平
成　

年
中
の

１８

所
得
か
ら
算
定
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

�
　

表
１
・
２
の
自
己
負
担

限
度
額
を
超
え
て
、
同
月

国
民
健
康
保
険
の 

高
額
療
養
費

内
に
、
ひ
と
つ
の
医
療
機

関
等
で
支
払
っ
た
医
療
費

が
高
額
療
養
費
と
し
て
給

付
さ
れ
ま
す
。
※
保
険
診

療
外
の
も
の
や
食
事
代
等

は
含
ま
れ
ま
せ
ん

　

申
請
に
よ
り
高
額
療
養

費
を
直
接
医
療
機
関
に
支

払
う
制
度
も

　
　

歳
未
満
の
方
に
つ
い

７０
て
は
、
今
年
４
月
か
ら
は

「
国
民
健
康
保
険
限
度
額

適
用
認
定
」
を
受
け
る
こ

と
で
、
入
院
の
際
、
市
が

高
額
療
養
費
分
を
医
療
機

関
に
直
接
支
払
い
、
医
療

機
関
の
窓
口
で
の
支
払
い

が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

と
な
る
制
度
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
限
度
額
適
用
認 

定
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

国
保
年
金
課
へ
申
請
を
。

　

ま
た
、
す
で
に
限
度
額

適
用
認
定
証
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
も
、
保
険
証

の
更
新
に
伴
い
、
再
度
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

※
保
険
料
に
滞
納
が
あ

る
場
合
は
、
限
度
額
適
用

認
定
を
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す

　

□問
 

国
保
年
金
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
７

�
　

同
月
内
の
診
療
で
自
己

負
担
限
度
額
を
超
え
た
金

額
が
高
額
医
療
費
と
し
て

支
給
さ
れ
ま
す
（
表
２
参

老
人
医
療
の
高
額 

医
療
費

算
定
年
度
が
変
わ
り
ま
す

平
成　

年
８
月
診
療
分
か
ら

１９

照
）。
※
保
険
診
療
外
の 

も
の
や
食
事
代
等
は
含
ま

れ
ま
せ
ん

　

高
額
医
療
費
に
該
当
し

た
方
に
は
、
市
か
ら
申
請

書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で

申
請
を
。
一
度
手
続
き
す

る
と
、
次
回
か
ら
は
自
動

的
に
口
座
に
振
り
込
ま
れ

ま
す
。
な
お
、
入
院
の
場

合
は
、
１
カ
月
の
一
部
負

担
金
は
自
己
負
担
限
度
額

ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

□問
 

高
齢
者
生
き
が
い
推

進
課
�
７
１
５
０
―
６
０

８
０

入
院
時
の
食
事
代
な
ど
を
軽
減

対
象
は
非
課
税
世
帯
の
方

　

①
入
院
時
食
事
療
養
費

の
減
額
申
請

　

市
民
税
非
課
税
世
帯

で
、
国
民
健
康
保
険
の
加

入
者
と
老
人
医
療
該
当
者

が
、
入
院
中
に
一
部
負
担

す
る
食
事
費
用
に
係
る

「
入
院
時
食
事
療
養
費
」

の
減
額
申
請
を
受
け
付
け

ま
す
（
負
担
額
に
つ
い
て

は
表
３
参
照
）。

　

②
入
院
時
一
部
負
担
金

限
度
額
適
用
認
定
の
申
請

　

国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。 

運
営
協
議
会
委
員
を
募
集

　

８
月　

日
ま
で
に
ご
応
募
を

３１
　

同
協
議
会
は
、
被
保
険

者
や
保
険
医
、
保
険
薬
剤

師
な
ど
を
代
表
す
る
委
員

　

人
で
構
成
さ
れ
、
国
民

１３健
康
保
険
料
や
保
健
事
業

な
ど
に
関
し
、
市
長
に
答

申
等
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
の
公
募
は
、
本
市

の
国
民
健
康
保
険
に
加
入

す
る
市
民
代
表
４
人
を
募

集
す
る
も
の
で
す
。

　

▽
応
募
資
格
＝
次
の
要

件
を
す
べ
て
満
た
す
方
①

本
市
の
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
で
満　

歳
以
上
の

２０

方（
外
国
人
登
録
を
含
む
）

②
過
去
２
年
間
保
険
料
の

滞
納
が
な
い
方
③
民
間
人

の
方
④
本
市
の
他
の
審
議

会
等
の
委
員
に
な
っ
て
い

な
い
方
▽
募
集
人
員
＝
４

人
▽
活
動
内
容
＝
年
３
〜

４
回
程
度
の
会
議
（
平
日

開
催
予
定
）
▽
報
酬
＝
日

額
７
２
０
０
円
▽
任
期
＝

　

月
１
日
〜
平
成　

年
９

１０

２１

月　

日
（
２
年
間
）
▽
応

３０
募
方
法
＝
国
民
健
康
保
険

事
業
に
関
す
る
考
え
（
テ

ー
マ
は
自
由
）
を
１
０
０

０
字
程
度
に
ま
と
め
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
経
歴
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
８

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に

３１
〒
２
７
０
―
０
１
９
２
流

山
市
役
所
国
保
年
金
課
へ

郵
送
ま
た
は
持
参
▽
選
考

方
法
＝
市
の
選
考
委
員
会

で
決
定
し
、
結
果
を
応
募

者
全
員
に
通
知
※
応
募
原

稿
は
返
却
し
ま
せ
ん

　

□問
 

国
保
年
金
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
７

　

市
で
は
、
商
店
街
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
商
店

街
な
ど
が
行
う
空
き
店
舗

活
用
策
に
一
定
額
を
補
助

し
て
い
ま
す
。

　

本
制
度
は
、
空
き
店
舗

を
有
効
活
用
す
る
際
の
賃

借
料
や
、
専
門
家
の
指
導

や
助
言
を
受
け
る
専
門
家

派
遣
費
用
の
一
部
を
助
成

す
る
も
の
で
す
。

　

▽
対
象
＝
商
店
街
振
興

組
合
、
組
合
員
の
２
分
の

１
以
上
が
中
小
小
売
商
業

ま
た
は
中
小
サ
ー
ビ
ス
業

に
属
す
る
事
業
を
営
む
も

の
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
る
事
業
協
同
組
合
、
商

申
請
で
老
人
医
療
該
当
に

　

歳
以
上
の
障
害
認
定
を
受
け
た
方

65

工
会
、
５
人
以
上
で
構
成

さ
れ
て
い
る
商
店
会
▽
補

助
期
間
＝
３
年
▽
補
助
対

象
事
業
／
補
助
金
額
＝
①

商
店
街
空
き
店
舗
有
効
活

用
事
業
／
店
舗
賃
料
の
２

分
の
１
の
額
（
限
度
額
２

０
０
万
円
）
②
商
業
活
性

化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事

業
／
専
門
家
に
支
払
う
謝

金
の
２
分
の
１
の
額
（
限

度
額　

万
円
）

１０

　

□問
 

商
工
課
�
７
１
５
０

―
６
０
８
５

　

市
民
税
非
課
税
世
帯

で
、
国
民
健
康
保
険
の
高

齢
受
給
者
や
、
老
人
医
療

該
当
者
が
入
院
し
た
場
合

に
、
同
一
の
医
療
機
関
で

１
カ
月
に
支
払
う
入
院
費

が
限
度
額
に
な
る
「
入
院

時
一
部
負
担
金
限
度
額
適

用
認
定
」
の
申
請
を
受
け

付
け
ま
す
（
限
度
額
に
つ

い
て
は
表
２
低
所
得
Ⅰ
・

Ⅱ
参
照
）。

　

な
お
、
老
人
医
療
該
当

者
で
、
①
②
に
該
当
の
方

に
は
申
請
書
を
郵
送
し
ま

し
た
。

　

【
申
請
方
法
】

　

保
険
証
お
よ
び
老
人
医

療
受
給
者
証
（
老
人
医
療

該
当
者
の
み
）、入
院
が　
９０

日
を
超
え
た
場
合
に
は
領

収
書
、
転
入
者
な
ど
は
非

課
税
で
あ
る
こ
と
を
証
明

で
き
る
書
類
を
持
参
し
、

国
保
年
金
課
（
老
人
医
療

該
当
者
は
高
齢
者
生
き
が

い
推
進
課
）
へ
※
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

国
保
年
金
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
７
／
高
齢

者
生
き
が
い
推
進
課
�
７

１
５
０
―
６
０
８
０

　

老
人
医
療
該
当
者
は
、

昭
和
７
年
９
月　

日
以
前

３０

に
生
ま
れ
た
方
で
す
が
、

　

歳
以
上
の
方
で
次
の
い

６５ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
、

申
請
に
よ
り
老
人
医
療
該

当
者
に
な
り
、
老
人
医
療

受
給
者
証
が
交
付
さ
れ
ま

す
。

　

な
お
、申
請
の
際
に
は
、

障
害
者
手
帳
や
健
康
保
険

証
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

▽
該
当
要
件
＝
①
身
体

障
害
者
手
帳
の
１
〜
３
級

の
方
②
身
体
障
害
者
手
帳

の
音
声
機
能
、
言
語
機
能

ま
た
は
そ
し
ゃ
く
機
能
障

害
で
４
級
の
方
③
身
体
障

害
者
手
帳
の
下
肢
機
能
障

害
で
４
級
の
第
１
・
３
・

４
号
に
該
当
の
方
④
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

１
・
２
級
の
方
⑤
療
育
手

帳
の
重
度
の
方

　

□問
 

高
齢
者
生
き
が
い
推

進
課
�
７
１
５
０
―
６
０

８
０

表1 70歳未満の方の自己負担限度額（老人医療対象者を除く）�

区　分�
自己負担限度額（月額）�

入院および世帯ごとの�
限度額�

外来の限度額�
（個人ごと）�

一　般� 12,000円� 44,400円�

8,000円�
低所得Ⅱ�
低所得Ⅰ�

24,600円�

15,000円�

80,100円�

現役並み所得者� 44,400円�
医療費が267,000円を超えた

場合は、その超えた分の1％を

加算※4回目以降は44,400円�

※現役並み所得者とは、市民税の課税標準（課税所得）が145万円
以上の方。ただし、70歳以上の方の収入の合計が、２人以上の
場合は520万円未満、１人の場合は383万円未満であるときは
申請により「一般」の区分になります　　�
※低所得Ⅱとは、世帯主および世帯全員が市民税非課税の方�
※低所得Ⅰとは、世帯主および世帯全員が市民税非課税かつ各種
収入等から必要経費・控除を差し引いた所得が０円となる世帯
に属する方　　�

表2 70歳以上の方および老人医療の方の自己負担限度額�

表3 １食当たりの入院中の食事代（通常１食 260円）�

※上位所得者とは、基礎控除（33万円）後の総所得金額などが600
万円を超える世帯の方　　　　�
※４回目以降とは、過去12カ月間に、一つの世帯での支給が４回
以上あった場合の４回目以降の限度額�

区　分�
自己負担限度額（月額）�

3回目まで� 4回目以降�

35,400円� 24,600円�住民税�
非課税世帯�

83,400円�
150,000円�

上位所得者� 医療費が500，000円を超えた場
合は、その超えた分の1％を加算�

一　般�
80,100円�

44,400円�医療費が267,000円を超えた場合
は、その超えた分の1％を加算�

国民健康保険の高額療養費および老人医療の高額医療費�

非課税世帯の方の入院時食事療養費�

※低所得Ⅱ・Ⅰについては、表２注釈参照�

入院日数�

対象�市民税非課税世帯（国保
加入者）の方および70歳
以上で低所得Ⅱの方の自
己負担額�

70歳以上で低所
得Ⅰの方の自己
負担額�

90日まで�

90日を超える入院�
（過去12カ月）�

１食 210円�

１食 160円�
１食 100円�

高額療養費
高額医療費

国民健康保険

��������������������������������������
��������������������������������������
��������������������������������������
��������������������������������������
��������������������������������������
��������������������������������������
��������������������������������������
��������������������������������������
��������������������������������������
��������������������������������������
��������������������������������������
��������������������������������������
��������������������������������������
��������������������������������������
��������������������������������������
��������������������������������������
��������������������������������������
��������������������������������������
��������������������������������������
��������������������������������������
��������������������������������������

空き店舗有効活用に補助金空き店舗有効活用に補助金

賃借料や専門家派遣費用の一部賃借料や専門家派遣費用の一部

雇用保険法が変わります雇用保険法が変わります
　平成１９年１０月１日から雇用保険法が一部改正されます。
１． 雇用保険の受給資格要件が変わります（原則として平成
 １９年１０月１日以降に離職した方が対象）
２． 育児休業給付の給付率が５０％に上がります
３． 教育訓練給付の要件・内容が変わります
※詳細は最寄りのハローワークに問い合わせを
　□問 千葉労働局職業安定課�０４３－２０２－５１２２

平成１７年度決算書および平成１９年度予算書については、市役所の財政課、または中央図書館、森の図書館、図書館南
流山分館で貸し出ししています。□問財政課�７１５０－６０７１
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第１１４３号（　）　　　平成１９年８月１日（水曜日）３

　

市
で
は
、
市
民
の
方
を

対
象
に
、
松
戸
社
会
保
険

事
務
所
へ
の
年
金
記
録
の

照
会
に
係
る
申
請
の
取
り

次
ぎ
を
８
月
１
日
か
ら
開

始
し
ま
す
。

　

現
在
、
社
会
保
険
庁
の

年
金
記
録
問
題
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
間
に
不
安
が

広
が
り
、
年
金
記
録
に
対

す
る
関
心
が
非
常
に
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各

地
の
社
会
保
険
事
務
所
で

は
、
多
く
の
方
が
年
金
記

録
の
照
会
に
訪
れ
、
窓
口

が
大
変
混
雑
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
市
役
所
に
は
、

年
金
記
録
を
照
会
す
る
オ

ン
ラ
イ
ン
端
末
が
無
く
、

年
金
記
録
の
確
認
は
で
き

ま
せ
ん
。
通
常
、
窓
口
に

年
金
記
録
の
確
認
に
お
越

し
に
な
っ
た
場
合
、
社
会

保
険
事
務
所
に
電
話
で
照

会
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

社
会
保
険
事
務
所
の
電
話

が
つ
な
が
り
に
く
く
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
確
認

で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
発
生

し
て
お
り
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
取
り
次
ぎ
は
、

市
役
所
に
申
請
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、
社
会
保
険
事

務
所
が
年
金
記
録
を
直
接

文
書
で
回
答
す
る
も
の
で
、

国
民
年
金
と
厚
生
年
金
に

関
す
る
記
録
の
照
会
が
可

能
で
す
。
※
共
済
や
船
員

保
険
の
方
の
記
録
照
会
は

で
き
ま
せ
ん

　

▽
受
付
場
所
＝
市
役
所

国
保
年
金
課
▽
受
付
日
・

時
間
＝
月
〜
金
曜
（
祝
日

等
を
除
く
）
８
時　

分
〜

３０

　

時
▽
申
請
で
き
る
方
＝

１７本
市
に
住
民
票
が
あ
る
方

▽
申
請
方
法
＝
国
保
年
金

課
に
備
え
付
け
の
「
年
金

加
入
記
録
照
会
依
頼
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

窓
口
に
提
出
※
提
出
の
際
、

窓
口
に
来
ら
れ
る
方
の
年

金
手
帳
や
免
許
証
な
ど
本

人
確
認
で
き
る
書
類
が
必

要
で
す
▽
年
金
記
録
の
回

答
＝
松
戸
社
会
保
険
事
務

所
か
ら
申
請
者
に
直
接

要介護・要支援になる前に

「楽しく効果のある体操教室」
「簡単料理と歯の健康教室」

年
金
記
録
に
関
す
る
出
張
相
談

今
年
８
月
分
か
ら
来
年
７

月
分
ま
で
の
手
当
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
対
象
者
に
は
、

郵
送
で
関
係
書
類
の
提
出

に
つ
い
て
通
知
し
ま
し
た
。

　

▽
提
出
書
類
＝
①
所
得

状
況
届
（
現
況
届
）
②
特

別
児
童
扶
養
手
当
証
書

（
受
給
者
の
み
）
③
別
居

監
護
申
立
書
（
該
当
者
の

み
）
④
年
金
支
払
通
知
書

（
年
金
受
給
者
の
み
）
⑤

平
成　

年
度
（
平
成　

年

１９

１８

中
の
所
得
）
の
所
得
証
明

書
（
平
成　

年
１
月
２
日

１９

以
降
に
転
入
し
た
方
の 

み
）
▽
提
出
期
限
等
＝
９

月　

日
�
ま
で
に
障
害
者

１０
支
援
課
へ

　

□問
 

障
害
者
支
援
課
�
７

１
５
０
―
６
０
８
１

「
年
金
記
録
照
会
回
答

票
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
※

松
戸
社
会
保
険
事
務
所
に

よ
る
と
、
回
答
に
は
２
週

間
か
ら
１
カ
月
程
度
を
要

す
る
と
の
こ
と
で
す

　

□問
 

国
保
年
金
課
�
７
１

５
０
―
６
１
１
０

�

な
ど
の
現
況
届

９
月　

日
ま
で
に
障
害
者
支
援
課
へ

１０

特
別
児
童

扶
養
手
当

｢

　

国
の
手
当
で
あ
る 
特

｣
｢

別
児
童
扶
養
手
当 
、 

特

別
障
害
者
手
当
」、「
障
害

｢

児
福
祉
手
当
」、 

経
過
措

｣

置
福
祉
手
当 
の
受
給
者

を
対
象
に
、
所
得
状
況
届

（
現
況
届
）
の
提
出
を
９

月　

日
ま
で
受
け
付
け
て

１０
い
ま
す
。

　

届
け
出
を
忘
れ
た
場
合
、

　

市
で
は
、
７
、
８
月
に

行
わ
れ
る
基
本
健
康
診
査

（
医
師
の
生
活
機
能
評
価

判
定
、
介
護
予
防
の
た
め

の
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

を
含
む
）
の
結
果
、
要
支

援
・
要
介
護
状
態
に
な
る

恐
れ
が
あ
る
と
判
定
さ
れ

た　

歳
以
上
の
方
（
特
定

６５
高
齢
者
）
を
対
象
に
、
運

動
器
の
機
能
向
上
や
口
腔

ケ
ア
、
栄
養
改
善
を
目
的

　

菅
沼
樹
夫
氏
の
市
議
会

議
員
辞
職
を
受
け
、
公
職

選
挙
法
の
規
定
に
よ
り
、

４
月　

日
に
行
わ
れ
た
流

２２

山
市
議
会
議
員
選
挙
で
次

点
だ
っ
た
田
中
美
恵
子
氏

が
７
月　

日
付
で
繰
り
上

２１

げ
当
選
し
ま
し
た
。

　

□問
 

選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
�
７
１
５
０
―
６
１

０
０

　

母
子
家
庭
等
の
生
活
を

支
援
す
る
、
児
童
扶
養
手

当
と
児
童
育
成
手
当
の
現

況
届
を
８
月
１
日
か
ら
受

け
付
け
ま
す
。

　

該
当
世
帯
に
は
、
現
況

届
を
郵
送
し
ま
し
た
の
で
、

必
ず
期
限
内
に
本
人
が
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
況
届
は
、
毎
年
提
出

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

も
の
で
、
提
出
が
遅
れ
る

と
、
手
当
が
受
給
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

▽
提
出
期
限
＝
８
月　
３１

日
�
※
土
・
日
曜
を
除
く
。

た
だ
し
、
８
月　

日
�
・

２５

　

日
�
の
８
時　

分
〜　

２６

３０

１７

時
に
も
受
け
付
け
▽
提
出

方
法
＝
現
況
届
、印
か
ん
、

児
童
扶
養
手
当
証
書
（
受

給
者
の
み
）、養
育
費
等
に

関
す
る
申
告
書
等
、
送
付

さ
れ
た
案
内
に
記
載
さ
れ

て
い
る
添
付
書
類
を
持
参

し
、
子
ど
も
家
庭
課
へ
提

出
※
郵
送
は
不
可

�
　

母
子
世
帯
等
で
、
一
定

の
条
件
に
該
当
す
る
場
合
、

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
対

新
規
申
請
は
随
時 

受
け
付
け

象
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
児
童
扶
養
手
当

を
受
け
て
い
る
方
で
、
養

育
す
る
児
童
が
２
人
以
上

い
る
場
合
、
市
の
児
童
育

成
手
当
も
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
申
請
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

▽
資
格
要
件
児
童
＝
①

父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父

と
一
緒
に
生
活
し
て
い
な

い
児
童
②
父
が
死
亡
し
た

児
童
③
父
が
重
度
（
国
民

年
金
法
の
障
害
等
級
１
級

程
度
）
の
障
害
に
あ
る
児

童
④
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な

い
で
懐
胎
し
た
児
童
⑤
そ

の
他
※
①
〜
⑤
と
も
、　
１８

歳
に
な
っ
て
最
初
の
３
月

　

日
ま
で
の
児
童
。
所
得

３１に
よ
る
支
給
制
限
あ
り
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

子
ど
も
家
庭
課
�
７

１
５
０
―
６
０
８
２

　

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、

社
会
保
険
事
務
所
職
員
お

よ
び
社
会
保
険
労
務
士
に

よ
る
「
年
金
記
録
」
に
関

す
る
出
張
相
談
を
、
市
役

所
を
会
場
に
行
い
ま
す
。

　

▽
日
時
＝
８
月
９
日
�

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
市

１０

１５

役
所
第
２
庁
舎
３
階
３
０

３
会
議
室
▽
相
談
内
容
＝

年
金
記
録
に
つ
い
て
の
相

談
※
年
金
請
求
等
の
一
般

相
談
は
行
い
ま
せ
ん
▽
持

ち
物
＝
年
金
手
帳
な
ど
基

礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
※
厚
生
年
金
期
間
の
あ

る
方
は
職
歴
、
住
所
を
異

動
し
た
こ
と
の
あ
る
方
は

住
所
歴
を
控
え
て
き
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
本
人
以

外
の
方
が
来
ら
れ
る
場
合

は
委
任
状
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
▽
申
し
込
み
＝
予
約

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、

時
間
内
に
相
談
で
き
な
い

場
合
に
は
、
後
日
「
年
金

記
録
照
会
回
答
票
」
を
郵

送
い
た
し
ま
す
の
で
予
め

ご
了
承
く
だ
さ
い

　

□問
 

国
保
年
金
課
�
７
１

５
０
―
６
１
１
０

�
　

社
会
保
険
庁
で
は
、
年

金
記
録
の
正
確
性
を
確
保

す
る
た
め
、
社
会
保
険
庁

の
電
算
記
録
と
、
市
町
村

が
保
管
す
る
マ
イ
ク
ロ
フ

ィ
ル
ム
や
紙
台
帳
な
ど
の

記
録
と
の
突
合
作
業
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
際
、
資
料
と
し
て

用
い
ら
れ
る
「
国
民
年
金

被
保
険
者
名
簿
の 

保
管
に
つ
い
て

被
保
険
者
名
簿
」
に
つ
い

て
は
、
本
市
で
は
廃
棄
年

度
を
過
ぎ
た
も
の
に
つ
い

て
も
、
万
が
一
に
備
え
、

市
の
判
断
で
帳
簿
と
し
て

保
管
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
国
民
年
金
被
保

険
者
名
簿
」
は
、
国
民
年

金
保
険
料
の
収
納
事
務
が

電
算
化
さ
れ
る
前
の
、
昭

和　

年
か
ら
同　

年
ま
で

３６

６２

手
処
理
で
作
成
さ
れ
た
も

の
で
、
同
期
間
に
本
市
に

住
民
登
録
が
あ
っ
た
方
の

国
民
年
金
の
み
の
記
録
と

な
っ
て
い
ま
す
。
※
厚
生

年
金
や
共
済
な
ど
の
方
の

記
録
は
含
み
ま
せ
ん

　

□問
 

国
保
年
金
課
�
７
１

５
０
―
６
１
１
０

と
し
た
「
楽
し
く
効
果
の

あ
る
体
操
教
室
」
と
「
簡

単
料
理
と
歯
の
健
康
教
室
」

を
行
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、　

人
の
方

３５

が
参
加
し
、「
楽
し
く
体
操

が
で
き
、
健
康
に
関
心
を

持
つ
よ
う
に
な
っ
た
」、

「
食
事
や
歯
の
健
康
に
つ

い
て
気
を
つ
け
る
よ
う
に

な
っ
た
」
な
ど
好
評
を
得

ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
基
本
健
康

診
査
の
結
果
か
ら
対
象
者

を
選
定
し
、
９
月
か
ら　
１１

月
に
か
け
て
、「
通
所
型
介

護
予
防
事
業
（
介
護
予
防

教
室
）」の
案
内
を
郵
送
で

行
い
ま
す
。
教
室
の
詳
細

は
、
対
象
と
な
っ
た
方
全

員
に
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

□問
 

介
護
支
援
課
�
７
１

５
０
―
６
５
３
１

　

農
家
の
方
に
は
、
毎
年

８
月
１
日
現
在
の
「
所
有

農
地
お
よ
び
耕
作
地
に
関

す
る
申
告
書
」
を
提
出
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

個
人
情
報
保
護
な
ど
の
観

点
か
ら
、
本
年
度
は
全
戸

配
布
を
休
止
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
昨
年
の
申
告

内
容
か
ら
変
更
の
あ
る
方

に
は
、
個
別
に
申
告
書
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、
次
に

該
当
す
る
方
は
農
業
委
員

会
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
後
日
、
申
告
書
を

送
付
し
ま
す
。

　

①
世
帯
員
、
農
業
従
事

日
数
等
に
変
更
が
あ
る
方

②
相
続
等
で
農
地
の
名
義

が
変
わ
っ
た
方
③
そ
の
他

記
載
内
容
に
変
更
が
あ
る

方
④
申
告
内
容
を
確
認
し

た
い
方

　

□問
 

農
業
委
員
会
事
務
局

�
７
１
５
０
―
６
１
０
２

社
会
保
険
事
務
所
へ
の
取
り
次
ぎ

８
月
１
日
か
ら
国
保
年
金
課
で

年金記録照会

田
中
美
恵
子
氏
が

田
中
美
恵
子
氏
が

繰
り
上
げ
当
選

繰
り
上
げ
当
選

市 議 会

�

の
現
況
届

　

日
ま
で
に
必
ず
提
出
を

31

児
童
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当
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広
が
る
支
援
の
輪

生
徒
会
や
議
会
、市
民
、行
政
も

枝
豆
が
お
い
し
い

市
長
賞
に
金
子
さ
ん
の
天
ケ
峰

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
８
日
、
流

山
お
お
た
か
の
森
Ｓ
・
Ｃ

３
階
の
出
張
所
ロ
ビ
ー
で

開
催
さ
れ
て
い
る
「
日
曜

情
報
セ
ン
タ
ー
」
で
、
流

山
市
農
家
生
活
研
究
会

（
染
谷
喜
美
子
会
長
）
が

「
流
山
の
野
菜
は
元
気
で

す
〜
夏
と
い
え
ば
枝
豆
」

と
題
し
て
、
朝
採
り
の
新

鮮
な
流
山
特
産
の
枝
豆
な

ど
が
出
張
販
売
さ
れ
、
多

く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま

し
た
＝
写
真
。

　

枝
豆
や
ネ
ギ
な
ど
流
山

の
野
菜
は
、
庭
先
販
売
を

は
じ
め
江
戸
川
台
東
の「
ポ

ケ
ッ
ト
」や
平
和
台
の「
い

ろ
い
ろ
や
ハ
ー
モ
ニ
ー
」

な
ど
障
害
者
の
就
労
の
場

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る

お
店
で
も
朝
収
穫
し
た
ば

か
り
の
新
鮮
な
も
の
が
購

入
で
き
ま
す
。

　

７
月
４
日
、
特
産
の
枝

豆
の
出
来
栄
え
を
競
う

「
枝
豆
立
毛
共
進
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
園
芸
団
体
連
合
会

（
豊
島
啓
行
会
長
）
の
主

催
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
、
今
年　

回
目
。

２５

応
募
の
あ
っ
た　

件
そ
れ

２２

ぞ
れ
の
農
家
の
畑
で
、
病

害
虫
の
発
生
や
管
理
な
ど

生
育
状
況
、
枝
豆
の
さ
や

の
大
き
さ
な
ど
の
品
質
を

審
査
し
た
結
果
、
今
年
は

古
間
木
の
農
家
・
金
子
百

合
子
さ
ん
の
枝
豆
（
品
種

「
天
ケ
峰
」）が
市
長
賞
に

親子で楽しむコンサート
癒しの音色、オカリナ

１２日�、おおたかの森Ｓ・Ｃで

　流山おおたかの森Ｓ・Ｃセンター３階の「日曜情

報センター」（市出張所ロビー）で、乳幼児連れで

も安心して生演奏が楽しめる「親子で楽しむオカリ

ナミニコンサート」が開催されます。コンサートは、

８月１２日�①１１時１５分～②１３時～③１４時３０分～の３
回です。出演は、山田恭弘さんとオカリナサークル

「ダ・カーポ流山」、保育ボランティアひだまり、

流山おもちゃ病院の皆さん。入場料無料、申し込み

不要です。

　□問 マーケティング課�７１５０―６３０８

　

大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
新
潟
県
中
越
沖
地

震
。
小
・
中
学
生
を
は
じ

め
市
民
の
皆
さ
ん
が
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
＝
写
真
。

　

日
本
赤
十
字
社
千
葉
県

支
部
流
山
市
地
区
で
は
、

市
役
所
や
出
張
所
、
公
民

館
、
福
祉
会
館
な
ど　

カ
２７

所
に
義
援
金
箱
を
設
置 

し
、
皆
さ
ん
か
ら
の
温
か

い
ご
援
助
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
市
議
会
で
は
、

市
議
会
議
員
全
員
で
、
ま

た
、
市
役
所
職
員
も
市
長

以
下
幹
部
職
員
が
義
援
金

地
に
派
遣
し
ま
し
た
。
被

災
地
で
は
、
暑
さ
も
厳
し

さ
を
増
し
、
心
労
な
ど
に

よ
る
体
調
不
全
を
訴
え
る

方
々
も
増
え
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
日
本
赤
十
字
社

千
葉
県
支
部
で
は
、
義
援

金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

▽
受
付
期
間
＝
平
成　
２０

年
１
月　

日
�
ま
で
▽
口

１６

座
＝
郵
便
振
替
（
口
座
番

号
「
０
０
５
１
０
―
５
―

２
６
」、
口
座
名
義
「
日
本

赤
十
字
社
新
潟
県
支
部
」、 

新潟県中
越沖地震

通
信
欄
に
「
新
潟
中
越
義

援
金
」
と
明
記
）
※
受
領

書
を
希
望
の
方
は
、「
受
領

書
希
望
」
と
明
記
。
郵
便

局
窓
口
で
の
取
り
扱
い
の

場
合
、
送
金
手
数
料
は
無

料
。
な
お
、
品
物
に
つ
い

て
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ

ん
。
詳
細
は
日
本
赤
十
字

社
千
葉
県
支
部
救
護
福
祉

課
（
�
０
４
３
―
２
４
１

―
７
５
３
１
）
へ

　

□問
 

安
心
安
全
課
�
７
１

５
０
―
６
３
１
２

を
送
金
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
南
部
中
学
校
生

徒
会
は
、
登
校
前
に
生
徒

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
が
駅
前
で

募
金
活
動
を
、
ま
た
、
新

川
小
学
校
も
児
童
が
募
金

活
動
を
展
開
す
る
な
ど
児

童
・
生
徒
の
積
極
的
な
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
被
災
建
築
物
応

急
危
険
度
判
定
士
の
資
格

を
持
つ
職
員
な
ど
を
被
災

市
民
の
第
九
が
発
会
式

舞
台
に
向
け
弦
楽
奏
者
の
募
集
も

万
人
の
ひ
ろ
ば

１５

　

市
民
で
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン

交
響
曲
第
九
番
を
歌
お
う

と
、
公
募
で
集
ま
っ
た
市

民
の
皆
さ
ん
の
発
会
式
が

７
月　

日
、
生
涯
学
習
セ

１５

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
各
パ

ー
ト
の
２
８
０
人
が
初
め

て
一
堂
に
会
し
ま
し
た
＝

写
真
。

　

市
制
施
行　

周
年
を
記

４０

念
し
て
第
九
演
奏
会
実
行

委
員
会（
唐
沢
昌
伸
会
長
）

が
設
立
さ
れ
、
管
弦
楽
演

奏
を
流
山
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
交
響
楽
団
（
戸
倉
直

団
長
）、合
唱
指
導
を
流
山

市
合
唱
連
盟
（
窪
田
道
子

代
表
）
と
流
山
市
音
楽
家

協
会
（
里
舘
雅
江
会
長
）

が
行
い
ま
す
。演
奏
会
は
、

文
化
会
館
で　

月　

日
�

１２

１５

と　

日
�
の
２
日
間
予
定

１６
さ
れ
、「
歓
喜
の
歌
」
は
ド

イ
ツ
語
、
暗
譜
で
歌
う
本

格
的
な
演
奏
会
を
目
指
し

ま
す
。

　

な
お
、
流
山
フ
ィ
ル
ハ

ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
で
は
、

今
回
の
第
九
に
向
け
て
弦

楽
器
奏
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
募
集
人
数
は
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン　

人
、
ヴ
ィ
オ

１０

ラ
４
人
、
チ
ェ
ロ
３
人
、

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
３
人
。
参

加
費
５
０
０
０
円
。
９
月

２
日
か
ら
森
の
図
書
館
を

中
心
に
練
習
し
ま
す
。
パ

ー
ト
譜
は
流
山
フ
ィ
ル
で

準
備
。
締
め
切
り
は
９
月

　

日
。
申
し
込
み
は
流
山

１０フ
ィ
ル
事
務
局
（
�
０
９

０
―
３
３
４
２
―
３
１
６

８
）
へ
。

緑緑
陰陰
をを
楽楽
しし
むむ
季季
節節

公
園
の
散
策
な
ど
で
健
康
づ
く
り

　

木
々
の
緑
や
野
鳥
の
声

を
楽
し
み
な
が
ら
、
木
陰

の
中
を
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
。

　

今
回
は
、
涼
し
い
風
を

受
け
、
散
策
し
な
が
ら
健

康
づ
く
り
も
楽
し
め
そ
う

な
市
内
の
公
園
・
緑
地
で

代
表
的
な
と
こ
ろ
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

▼
東
深
井
地
区
公
園

（
東
深
井
古
墳
公
園
）
＝

森
の
図
書
館
の
北
側
に
あ

る
面
積
６
・
７
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
公
園
。
駐
車
場
あ
り

▼
西
初
石
小
鳥
の
森
＝
西

初
石
小
学
校
の
東
側
に
位

置
す
る
０
・
８
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
緑
地
。
園
路
に
階
段

あ
り
▼
三
輪
野
山
近
隣
公

園
＝
南
部
中
学
校
の
北
側

に
位
置
す
る
２
・
８
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
公
園
。
樹
林
地

と
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
あ
り
▼

市
総
合
運
動
公
園
＝
流
山

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅
の

東
側
に
運
動
施
設
も
含
め
、

現
在　

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
公

１５

園
。
駐
車
場
あ
り
※
公
園

内
の
老
朽
化
し
た
木
製
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
系
遊
具　

基
１７

を
昨
年
度
か
ら
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
て
き
ま
し
た
。
新

し
い
遊
具
は
、
８
月
上
旬

か
ら
使
え
ま
す
▼
芝
崎
小

鳥
の
森
＝
八
木
中
学
校
の

南
側
の
１
・
３
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
緑
地
。
近
く
に
は
野

々
下
水
辺
公
園
（
長
崎
小

学
校
の
西
側
）
も
あ
り
▼

松
ケ
丘
ふ
る
さ
と
公
園
＝

松
ケ
丘
４
丁
目
で
、
松
ケ

丘
３
号
散
策
の
森
と
合
わ

せ
る
と
２
・
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
な
る
公
園
。
駐
車
場

あ
り
▼
東
部
近
隣
公
園
＝

東
小
学
校
と
流
山
東
高
校

の
間
の
１
・
８
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
公
園
▼
向
小
金
ふ
る

さ
と
の
森
＝
向
小
金
小
学

校
の
西
側
で
、
２
・
２
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
緑
地
。

ふ
る
さ
と
緑
の　
 

基
金
に
ご
協
力
を

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
緑
化
事
業
を

推
進
し
、
緑
豊
か
な
流
山

を
実
現
す
る
た
め
「
流
山

市
ふ
る
さ
と
緑
の
基
金
」

を
設
け
て
い
ま
す
。

　

緑
の
基
金
は
、
皆
さ
ん

か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

寄
付
と
市
か
ら
の
拠
出
金

で
運
営
さ
れ
、
公
園
緑
地

の
用
地
取
得
や
整
備
な
ど

に
使
わ
れ
ま
す
。
借
地
公

園
等
の
用
地
取
得
に
は
多

く
の
費
用
を
要
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

□問
 

み
ど
り
の
課
�
７
１

５
０
―
６
０
９
２

健
康
都
市
催
し
多
彩
に

N
H
K
や
さ
わ
や
か
福
祉
財
団

　

７
月　

日
、
文
化
会
館

１６

で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
番
組
「
特

集　

鎌
田
實　

い
の
ち
の

対
話
」
が
開
催
さ
れ
、
８

５
０
人
の
方
々
が
生
命
や

老
い
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
し
た
＝
写
真
。

　

「
健
康
都
市
宣
言
」
を

記
念
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
千
葉

放
送
局
と
市
と
の
共
催
で

行
い
ま
し
た
。ゲ
ス
ト
に
、

宗
教
学
者
の
山
折
哲
雄
さ

ん
、
作
家
の
嵐
山
光
三
郎

さ
ん
、
歌
手
の
加
藤
登
紀

子
さ
ん
、
ホ
ス
ト
に
諏
訪

中
央
病
院
名
誉
院
長
の
鎌

田
實
さ
ん
と
い
う
豪
華
キ

ャ
ス
ト
で
、
生
放
送
さ
れ

ま
し
た
が
、
新
潟
県
中
越

沖
地
震
が
あ
り
、
途
中
か

ら
地
震
速
報
に
変
更
、
７

月　

日
に
再
放
送
さ
れ
ま

２９
し
た
。
番
組
は
、
多
く
の

市
民
を
は
じ
め
北
海
道
や

山
形
、
岡
山
な
ど
か
ら
も

参
加
さ
れ
、
会
場
と
ス
テ

ー
ジ
と
で
会
話
し
な
が
ら

進
行
し
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト

の
嵐
山
さ
ん
は
、
か
つ
て

の
主
治
医
・
故
庭
瀬
康
二

さ
ん
（
江
戸
川
台
西
）
に

触
れ
、
思
い
出
な
ど
も
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、７
月　

日
に
は
、

２１

「 
幸
福 
づ
く
り
考　

流
山

し
あ
わ
せ

in

〜
地
域
に
生
き
る
地
域
で

生
き
る
」
が
文
化
会
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
年
を
と

っ
て
も
最
後
ま
で
自
分
が

望
む
と
こ
ろ
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
、

仕
組
み
づ
く
り
を
考
え
ま

し
た
。
久
保
悌
次
郎
江
戸

川
大
学
総
合
福
祉
専
門
学

校
長
や
堀
田
力
さ
わ
や
か

福
祉
財
団
理
事
長
、
井
崎

市
長
の
て
い
談
を
は
じ
め

映
画
「
村
の
写
真
集
」
の

上
映
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

体
験
発
表
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

８月５日�１０時～１５時まで流山おおたかの森Ｓ・Ｃ３階の日曜情報センターで「あなたのための健康プログラムで体
力アップ～流山ヘルスアップ事業」を開催します。体験コーナーもあります。□問国保年金課�７１５０－６０７７

　東深井地区公園

（　）　　 第１１４３号５

万
人
の
ひ
ろ
ば

１５

　

「
サ
ッ
カ
ー
馬
鹿
で

す
」
と
さ
わ
や
か
な
笑
顔

で
語
る
Ｊ
リ
ー
グ
柏
レ
イ

ソ
ル
の
平
川
雅
之
コ
ー
チ
。

向
小
金
小
か
ら
東
部
中
、

柏
南
高
、
日
大
と

進
む
。
か
つ
て
は

レ
イ
ソ
ル
ユ
ー
ス

で
１
学
年
上
の
根

引
謙
介
選
手
、
明

神
智
和
選
手
（
現

ガ
ン
バ
大
阪
）、１

学
年
下
の
長
谷
川

太
郎
選
手
（
現
ヴ

ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲

府
）
ら
と
と
も
に

活
躍
し
、
少
年
時

代
に
は
北
嶋
秀
朗

選
手
と
千
葉
県
選
抜
チ
ー

ム
で
２
ト
ッ
プ
を
組
ん
で

い
た
。全
国
を
駆
け
回
り
、

対
戦
チ
ー
ム
の
試
合
を
つ

ぶ
さ
に
観
戦
。
そ
の
戦
術

や
選
手
の
特
徴
の
分
析
に

追
わ
れ
る
テ
ク
ニ
カ
ル
ス

タ
ッ
フ
の
一
人
と
し
て
、

チ
ー
ム
を
縁
の
下
か
ら
支

え
る
。
柏
レ
イ
ソ
ル
は
、

Ｊ
１
復
帰
後
の
大
切
な
リ

ー
グ
戦
前
半
戦
を
９
位
で

折
り
返
し
た
。
７
勝
６
敗

５
分
、
勝
点　

。
今

２６

季
の
目
標
に
掲
げ
た

勝
ち
点　

の
半
分
を

４５

達
成
し
た
。
愛
読
書

は
「
サ
ッ
カ
ー
選
手

名
鑑
」。千
人
近
い
Ｊ

リ
ー
ガ
ー
の
プ
レ
ー

の
特
徴
な
ど
デ
ー
タ

を
記
憶
し
、
石
崎
信

弘
監
督
の
問
い
に
即

答
し
戦
術
に
役
立
て

る
。
同
じ
試
合
を
最

低
３
回
は
見
る
と
い

う
緻
密
な
作
業
の
連
続
。

試
合
前
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
は
、
自
ら
編
集
し
た
ビ

デ
オ
を
見
せ
、
画
面
に
ペ

ン
を
入
れ
な
が
ら
解
説
す

る
。
一
度
は
一
般
企
業
に

就
職
す
る
が
、
サ
ッ
カ
ー

か
ら
離
れ
ら
れ
ず
指
導
者

免
許
を
取
得
し
、
柏
レ
イ

ソ
ル
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
チ
を

経
て
、
平
成　

年
か
ら
現

１７

職
。
サ
ッ
カ
ー
少
年
は
み

ん
な
「
将
来
は
Ｊ
リ
ー
ガ

ー
」
と
「
選
手
」
を
夢
見

る
。
平
川
コ
ー
チ
の
よ
う

に
、
サ
ッ
カ
ー
を
愛
し
、

選
手
を
支
え
る
さ
ま
ざ
ま

な
仕
事
に
情
熱
を
燃
や
す

人
々
が
い
て
、
初
め
て
選

手
が
安
心
し
て
力
を
発
揮

で
き
る
。
今
月　

日
か
ら

１１

後
半
戦
が
始
ま
る
。　

日
２５

は
「
レ
イ
ソ
ル
流
山
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
デ
ー
」。ハ
ー
フ

タ
イ
ム
に
は
東
深
井
中
の

生
徒
た
ち
が
和
太
鼓
に
合

わ
せ
て「
深
中
ソ
ー
ラ
ン
」

を
披
露
す
る
。
ピ
ッ
チ
を

全
力
で
走
る
選
手
と
同
様

ハ
ー
フ
タ
イ
ム
の
生
徒
に

も
ご
声
援
を
。

選手のデータを戦術に活かす平川雅之さん

り
、
流
山
の
農
業
は
躍
進

し
た
。

　

昭
和　

年
、　

年
、　

６０

６１

６２

年
の
３
回
、
千
葉
県
で
初

の
《
農
作
物
試
験
栽
培
実

績
発
表
大
会
》
が
予
算
４

０
０
万
円
で
行
わ
れ
た
の

も
、
秋
元
農
政
の
成
果
と

い
え
る
。

　

こ
の
時
、
３
農
協
か
ら

発
表
さ
れ
た
試
験
栽
培
は

①
分
ね
ぎ
の
周
年
栽
培
、

②
分
ね
ぎ
マ
ル
チ
利
用
に

よ
る
周
年
栽
培
、
③
坊
主

し
ら
ず
ね
ぎ
の
系
統
別
栽

培
の
注
意
点
、
④
バ
イ
オ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
農
業
、

⑤
ね
ぎ
ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー

苗
の
利
用
、
⑥
資
材
利
用

に
よ
る
冬
ど
り
ほ
う
れ
ん

そ
う
栽
培
、
⑦
東
葛
地
域

の
エ
ダ
マ
メ
栽
培
上
の
注

意
と
今
後
の
課
題
、
⑧
防

虫
・
遮
光
資
材
利
用
に
よ

る
こ
か
ぶ
栽
培
、
⑨
新
野

菜
（
友
好
菜
、
千
宝
菜
、

タ
ラ
ノ
メ
、葉
ニ
ン
ニ
ク
、

タ
ケ
ノ
コ
、
ク
ワ
イ
、
中

国
野
菜
、
ジ
ネ
ン
ジ
ョ
）

の
栽
培
、
⑩
土
壌
診
断
か

ら
み
た
畑
の
健
康
状
態
、

⑪
ト
ン
ネ
ル
・
マ
ル
チ
の

利
用
法
、
⑫
作
業
環
境
の

改
善
の
仕
方
（
肩
こ
り
、

腰
痛
、
冷
え
の
対
策
）
な

ど
、
多
彩
で
あ
る
。

　

次
回
は
、
昭
和
の
流
山

の
農
業
の
ま
と
め
と
し
て
、

秋
元
大
吉
郎
氏
に
流
山
の

農
政
の
変
遷
を
語
っ
て
も

ら
い
ま
す
。

　
　
　
　

文
／
山
本
文
男

　

農
作
物
試
験
栽
培
実
績
発

表
大
会
で
あ
い
さ
つ
す
る
秋

元
大
吉
郎
元
市
長
（
昭
和　
６０

年
２
月　

日
）

２３

昭
和
の
流
山
産
業
史�

（２９）�

農
民
市
長
の
登
場�

お
と
な
り
さ
ん
〈１２〉

お
と
な
り
さ
ん
〈１２〉

２５日は流山ホームタウンデー

チームを陰で支える情熱家

　

昭
和　

年
４
月　

日
、

５８

２４

流
山
市
長
・
市
議
選
挙
が

行
わ
れ
、
中
野
久
木
の
秋

元
大
吉
郎
氏
が
３
代
目
市

長
に
当
選
し
た
。

　

秋
元
家
は
か
つ
て
中
野

久
木
村
の
名
主
。
大
吉
郎

の
父
、
信
郎
は
戦
後
、
新

川
村
長
、
千
葉
県
議
会
議

員
。大
吉
郎
も
昭
和　

年
、

５０

千
葉
県
議
会
議
員
と
な
り
、

父
の
後
を
継
ぎ
、
千
葉
県

政
と
流
山
市
政
の
パ
イ
プ

役
と
し
て
活
躍
。

　

市
長
時
代
、
秋
元
氏
は

地
域
紙
『
な
が
れ
や
ま
朝

日
』紙
上
で「
県
会
議
員
の

頃
は
、
月
に
十
日
は
農
業

を
手
伝
っ
て
い
た
が
、
市

長
に
な
っ
て
か
ら
は
土
日

に
結
構
行
事
が
多
い
の
で
、

家
内
と
長
男
の
嫁
と　

歳
８４

の
母
と
３
人
、
女
だ
け
で

や
っ
て
い
て
、
男
仕
事
が

必
要
な
時
は
倅
が
、
土
日

に
耕
耘
機
で
耕
し
た
り
、

ネ
ギ
に
土
か
け
を
し
た
り

し
て
ま
す
」
と
語
っ
た
。

　

秋
元
氏
が
市
長
時
代
の

流
山
は
、
行
政
と
３
農
協

と
農
家
が
三
位
一
体
と
な

市民伝言板�
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　このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、
南流山センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館
にある掲載申込書に必要事項を記入の上、掲載希望号の１カ
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　第１４回柏水彩会展＝８月８日�まで（６日は休館）９時～１８時、

さわやかちば県民プラザ（柏市）。入場料無料□問 秋元�７１５２

－７１７３

　ホタル観賞会（さわやかちば県民プラザ、NPOホタル野共催）

＝８月３日�～５日�１９時～２０時３０分、さわやかちば県民プラザ

（柏市）。参加費無料※ホタルの子育てボランティア…９月２４日

�振 まで募集。さわやかちば県民プラザで１０月上旬、幼虫の引き渡

し。参加費1,000円□問 手島�７１５６－１３７８

　おもい祭（�まほろばの里つつじ園主催）＝８月４日�１７時～

２０時※雨天時翌５日�、つつじ園グラウンド。入場料無料□問 つつ

じ園�７１４７－２９４１

　流山市文化協会歌謡部２００７歌謡コンサート＝８月５日�１０時～

１７時３０分、文化会館。入場料無料□問 �峰�７１５２－４７０８

　流山吟詠会創立４０周年記念吟道大会＝８月５日�９時～１８時、

日本閣南柏。入場料無料□問 海道�７１５２－４５２５

　第１６回運河塾「利根運河流域地域資源の魅力」（利根運河の生

態系を守る会主催）＝８月１８日�１３時３０分～１６時４５分、生涯学習

センター。資料代３００円（高校生以下無料）□問 新保�７１５４－

６７４６

　愛のふれあいチャリティーショー（流山市カラオケ演芸協会主

催）＝９月２日�９時３０分～、文化会館。入場料無料※抽選券、

粗品あり□問 染谷�７１４５－３７２８

　稲垣俊也・遠藤久美子賛美セミナー（オリーブ集会主催）＝９

月１７日�１０時～１７時、生涯学習センター。参加費など詳細は問い

合わせを□問 千田�０７０－５４６３－６４４５

お
と
な
り
さ
ん

〈Vol.３５〉

　大東流合気武道流山支部（合気道基本形、小野派一刀流）＝毎

週水・土曜１８時～２１時、南流山中学校□問 石橋�７１５８－５７６４

　ガンバルンバフィットネスクラブ＝毎週火曜１０時～１２時、東部

公民館□問 染谷�７１４５－９０８２

　リラックスヨーガ＝毎週火曜１９時～２０時３０分、文化会館□問 平野

�０８０－１００２－７８２８

　オリーブ（ペン習字）＝第２・４木曜１０時～１２時、赤城福祉会

館□問 勝股�７１５９－８５８６

　炎の会（油彩・水彩）＝毎週木曜１３時～１６時、初石公民館□問 酒

井�７１５５－４７１５

　健康矯正体操南流山グループ＝毎週水曜１９時３０分～２０時３０分、

南流山福祉会館□問 川井�７１５９－３００２

　敏書道サークル（漢字、かな、実用書道）＝第１・２・３月曜

１３時１５分～１６時４５分、流山福祉会館□問 籾山�７１５８－６８９１

サ ー ク ル

イ ベ ン ト
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広
が
る
支
援
の
輪

生
徒
会
や
議
会
、市
民
、行
政
も

枝
豆
が
お
い
し
い

市
長
賞
に
金
子
さ
ん
の
天
ケ
峰

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
８
日
、
流

山
お
お
た
か
の
森
Ｓ
・
Ｃ

３
階
の
出
張
所
ロ
ビ
ー
で

開
催
さ
れ
て
い
る
「
日
曜

情
報
セ
ン
タ
ー
」
で
、
流

山
市
農
家
生
活
研
究
会

（
染
谷
喜
美
子
会
長
）
が

「
流
山
の
野
菜
は
元
気
で

す
〜
夏
と
い
え
ば
枝
豆
」

と
題
し
て
、
朝
採
り
の
新

鮮
な
流
山
特
産
の
枝
豆
な

ど
が
出
張
販
売
さ
れ
、
多

く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま

し
た
＝
写
真
。

　

枝
豆
や
ネ
ギ
な
ど
流
山

の
野
菜
は
、
庭
先
販
売
を

は
じ
め
江
戸
川
台
東
の「
ポ

ケ
ッ
ト
」や
平
和
台
の「
い

ろ
い
ろ
や
ハ
ー
モ
ニ
ー
」

な
ど
障
害
者
の
就
労
の
場

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る

お
店
で
も
朝
収
穫
し
た
ば

か
り
の
新
鮮
な
も
の
が
購

入
で
き
ま
す
。

　

７
月
４
日
、
特
産
の
枝

豆
の
出
来
栄
え
を
競
う

「
枝
豆
立
毛
共
進
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
園
芸
団
体
連
合
会

（
豊
島
啓
行
会
長
）
の
主

催
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
、
今
年　

回
目
。

２５

応
募
の
あ
っ
た　

件
そ
れ

２２

ぞ
れ
の
農
家
の
畑
で
、
病

害
虫
の
発
生
や
管
理
な
ど

生
育
状
況
、
枝
豆
の
さ
や

の
大
き
さ
な
ど
の
品
質
を

審
査
し
た
結
果
、
今
年
は

古
間
木
の
農
家
・
金
子
百

合
子
さ
ん
の
枝
豆
（
品
種

「
天
ケ
峰
」）が
市
長
賞
に

親子で楽しむコンサート
癒しの音色、オカリナ

１２日�、おおたかの森Ｓ・Ｃで

　流山おおたかの森Ｓ・Ｃセンター３階の「日曜情

報センター」（市出張所ロビー）で、乳幼児連れで

も安心して生演奏が楽しめる「親子で楽しむオカリ

ナミニコンサート」が開催されます。コンサートは、

８月１２日�①１１時１５分～②１３時～③１４時３０分～の３
回です。出演は、山田恭弘さんとオカリナサークル

「ダ・カーポ流山」、保育ボランティアひだまり、

流山おもちゃ病院の皆さん。入場料無料、申し込み

不要です。

　□問 マーケティング課�７１５０―６３０８

　

大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
新
潟
県
中
越
沖
地

震
。
小
・
中
学
生
を
は
じ

め
市
民
の
皆
さ
ん
が
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
＝
写
真
。

　

日
本
赤
十
字
社
千
葉
県

支
部
流
山
市
地
区
で
は
、

市
役
所
や
出
張
所
、
公
民

館
、
福
祉
会
館
な
ど　

カ
２７

所
に
義
援
金
箱
を
設
置 

し
、
皆
さ
ん
か
ら
の
温
か

い
ご
援
助
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
市
議
会
で
は
、

市
議
会
議
員
全
員
で
、
ま

た
、
市
役
所
職
員
も
市
長

以
下
幹
部
職
員
が
義
援
金

地
に
派
遣
し
ま
し
た
。
被

災
地
で
は
、
暑
さ
も
厳
し

さ
を
増
し
、
心
労
な
ど
に

よ
る
体
調
不
全
を
訴
え
る

方
々
も
増
え
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
日
本
赤
十
字
社

千
葉
県
支
部
で
は
、
義
援

金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

▽
受
付
期
間
＝
平
成　
２０

年
１
月　

日
�
ま
で
▽
口

１６

座
＝
郵
便
振
替
（
口
座
番

号
「
０
０
５
１
０
―
５
―

２
６
」、
口
座
名
義
「
日
本

赤
十
字
社
新
潟
県
支
部
」、 

新潟県中
越沖地震

通
信
欄
に
「
新
潟
中
越
義

援
金
」
と
明
記
）
※
受
領

書
を
希
望
の
方
は
、「
受
領

書
希
望
」
と
明
記
。
郵
便

局
窓
口
で
の
取
り
扱
い
の

場
合
、
送
金
手
数
料
は
無

料
。
な
お
、
品
物
に
つ
い

て
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ

ん
。
詳
細
は
日
本
赤
十
字

社
千
葉
県
支
部
救
護
福
祉

課
（
�
０
４
３
―
２
４
１

―
７
５
３
１
）
へ

　

□問
 

安
心
安
全
課
�
７
１

５
０
―
６
３
１
２

を
送
金
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
南
部
中
学
校
生

徒
会
は
、
登
校
前
に
生
徒

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
が
駅
前
で

募
金
活
動
を
、
ま
た
、
新

川
小
学
校
も
児
童
が
募
金

活
動
を
展
開
す
る
な
ど
児

童
・
生
徒
の
積
極
的
な
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
被
災
建
築
物
応

急
危
険
度
判
定
士
の
資
格

を
持
つ
職
員
な
ど
を
被
災

市
民
の
第
九
が
発
会
式

舞
台
に
向
け
弦
楽
奏
者
の
募
集
も

万
人
の
ひ
ろ
ば

１５

　

市
民
で
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン

交
響
曲
第
九
番
を
歌
お
う

と
、
公
募
で
集
ま
っ
た
市

民
の
皆
さ
ん
の
発
会
式
が

７
月　

日
、
生
涯
学
習
セ

１５

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
各
パ

ー
ト
の
２
８
０
人
が
初
め

て
一
堂
に
会
し
ま
し
た
＝

写
真
。

　

市
制
施
行　

周
年
を
記

４０

念
し
て
第
九
演
奏
会
実
行

委
員
会（
唐
沢
昌
伸
会
長
）

が
設
立
さ
れ
、
管
弦
楽
演

奏
を
流
山
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
交
響
楽
団
（
戸
倉
直

団
長
）、合
唱
指
導
を
流
山

市
合
唱
連
盟
（
窪
田
道
子

代
表
）
と
流
山
市
音
楽
家

協
会
（
里
舘
雅
江
会
長
）

が
行
い
ま
す
。演
奏
会
は
、

文
化
会
館
で　

月　

日
�

１２

１５

と　

日
�
の
２
日
間
予
定

１６
さ
れ
、「
歓
喜
の
歌
」
は
ド

イ
ツ
語
、
暗
譜
で
歌
う
本

格
的
な
演
奏
会
を
目
指
し

ま
す
。

　

な
お
、
流
山
フ
ィ
ル
ハ

ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
で
は
、

今
回
の
第
九
に
向
け
て
弦

楽
器
奏
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
募
集
人
数
は
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン　

人
、
ヴ
ィ
オ

１０

ラ
４
人
、
チ
ェ
ロ
３
人
、

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
３
人
。
参

加
費
５
０
０
０
円
。
９
月

２
日
か
ら
森
の
図
書
館
を

中
心
に
練
習
し
ま
す
。
パ

ー
ト
譜
は
流
山
フ
ィ
ル
で

準
備
。
締
め
切
り
は
９
月

　

日
。
申
し
込
み
は
流
山

１０フ
ィ
ル
事
務
局
（
�
０
９

０
―
３
３
４
２
―
３
１
６

８
）
へ
。

緑緑
陰陰
をを
楽楽
しし
むむ
季季
節節

公
園
の
散
策
な
ど
で
健
康
づ
く
り

　

木
々
の
緑
や
野
鳥
の
声

を
楽
し
み
な
が
ら
、
木
陰

の
中
を
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
。

　

今
回
は
、
涼
し
い
風
を

受
け
、
散
策
し
な
が
ら
健

康
づ
く
り
も
楽
し
め
そ
う

な
市
内
の
公
園
・
緑
地
で

代
表
的
な
と
こ
ろ
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

▼
東
深
井
地
区
公
園

（
東
深
井
古
墳
公
園
）
＝

森
の
図
書
館
の
北
側
に
あ

る
面
積
６
・
７
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
公
園
。
駐
車
場
あ
り

▼
西
初
石
小
鳥
の
森
＝
西

初
石
小
学
校
の
東
側
に
位

置
す
る
０
・
８
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
緑
地
。
園
路
に
階
段

あ
り
▼
三
輪
野
山
近
隣
公

園
＝
南
部
中
学
校
の
北
側

に
位
置
す
る
２
・
８
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
公
園
。
樹
林
地

と
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
あ
り
▼

市
総
合
運
動
公
園
＝
流
山

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅
の

東
側
に
運
動
施
設
も
含
め
、

現
在　

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
公

１５

園
。
駐
車
場
あ
り
※
公
園

内
の
老
朽
化
し
た
木
製
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
系
遊
具　

基
１７

を
昨
年
度
か
ら
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
て
き
ま
し
た
。
新

し
い
遊
具
は
、
８
月
上
旬

か
ら
使
え
ま
す
▼
芝
崎
小

鳥
の
森
＝
八
木
中
学
校
の

南
側
の
１
・
３
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
緑
地
。
近
く
に
は
野

々
下
水
辺
公
園
（
長
崎
小

学
校
の
西
側
）
も
あ
り
▼

松
ケ
丘
ふ
る
さ
と
公
園
＝

松
ケ
丘
４
丁
目
で
、
松
ケ

丘
３
号
散
策
の
森
と
合
わ

せ
る
と
２
・
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
な
る
公
園
。
駐
車
場

あ
り
▼
東
部
近
隣
公
園
＝

東
小
学
校
と
流
山
東
高
校

の
間
の
１
・
８
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
公
園
▼
向
小
金
ふ
る

さ
と
の
森
＝
向
小
金
小
学

校
の
西
側
で
、
２
・
２
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
緑
地
。

ふ
る
さ
と
緑
の　
 

基
金
に
ご
協
力
を

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
緑
化
事
業
を

推
進
し
、
緑
豊
か
な
流
山

を
実
現
す
る
た
め
「
流
山

市
ふ
る
さ
と
緑
の
基
金
」

を
設
け
て
い
ま
す
。

　

緑
の
基
金
は
、
皆
さ
ん

か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

寄
付
と
市
か
ら
の
拠
出
金

で
運
営
さ
れ
、
公
園
緑
地

の
用
地
取
得
や
整
備
な
ど

に
使
わ
れ
ま
す
。
借
地
公

園
等
の
用
地
取
得
に
は
多

く
の
費
用
を
要
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

□問
 

み
ど
り
の
課
�
７
１

５
０
―
６
０
９
２

健
康
都
市
催
し
多
彩
に

N
H
K
や
さ
わ
や
か
福
祉
財
団

　

７
月　

日
、
文
化
会
館

１６

で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
番
組
「
特

集　

鎌
田
實　

い
の
ち
の

対
話
」
が
開
催
さ
れ
、
８

５
０
人
の
方
々
が
生
命
や

老
い
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
し
た
＝
写
真
。

　

「
健
康
都
市
宣
言
」
を

記
念
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
千
葉

放
送
局
と
市
と
の
共
催
で

行
い
ま
し
た
。ゲ
ス
ト
に
、

宗
教
学
者
の
山
折
哲
雄
さ

ん
、
作
家
の
嵐
山
光
三
郎

さ
ん
、
歌
手
の
加
藤
登
紀

子
さ
ん
、
ホ
ス
ト
に
諏
訪

中
央
病
院
名
誉
院
長
の
鎌

田
實
さ
ん
と
い
う
豪
華
キ

ャ
ス
ト
で
、
生
放
送
さ
れ

ま
し
た
が
、
新
潟
県
中
越

沖
地
震
が
あ
り
、
途
中
か

ら
地
震
速
報
に
変
更
、
７

月　

日
に
再
放
送
さ
れ
ま

２９
し
た
。
番
組
は
、
多
く
の

市
民
を
は
じ
め
北
海
道
や

山
形
、
岡
山
な
ど
か
ら
も

参
加
さ
れ
、
会
場
と
ス
テ

ー
ジ
と
で
会
話
し
な
が
ら

進
行
し
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト

の
嵐
山
さ
ん
は
、
か
つ
て

の
主
治
医
・
故
庭
瀬
康
二

さ
ん
（
江
戸
川
台
西
）
に

触
れ
、
思
い
出
な
ど
も
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、７
月　

日
に
は
、

２１

「 
幸
福 
づ
く
り
考　

流
山

し
あ
わ
せ

in

〜
地
域
に
生
き
る
地
域
で

生
き
る
」
が
文
化
会
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
年
を
と

っ
て
も
最
後
ま
で
自
分
が

望
む
と
こ
ろ
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
、

仕
組
み
づ
く
り
を
考
え
ま

し
た
。
久
保
悌
次
郎
江
戸

川
大
学
総
合
福
祉
専
門
学

校
長
や
堀
田
力
さ
わ
や
か

福
祉
財
団
理
事
長
、
井
崎

市
長
の
て
い
談
を
は
じ
め

映
画
「
村
の
写
真
集
」
の

上
映
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

体
験
発
表
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

８月５日�１０時～１５時まで流山おおたかの森Ｓ・Ｃ３階の日曜情報センターで「あなたのための健康プログラムで体
力アップ～流山ヘルスアップ事業」を開催します。体験コーナーもあります。□問国保年金課�７１５０－６０７７

　東深井地区公園

（　）　　 第１１４３号５

万
人
の
ひ
ろ
ば

１５

　

「
サ
ッ
カ
ー
馬
鹿
で

す
」
と
さ
わ
や
か
な
笑
顔

で
語
る
Ｊ
リ
ー
グ
柏
レ
イ

ソ
ル
の
平
川
雅
之
コ
ー
チ
。

向
小
金
小
か
ら
東
部
中
、

柏
南
高
、
日
大
と

進
む
。
か
つ
て
は

レ
イ
ソ
ル
ユ
ー
ス

で
１
学
年
上
の
根

引
謙
介
選
手
、
明

神
智
和
選
手
（
現

ガ
ン
バ
大
阪
）、１

学
年
下
の
長
谷
川

太
郎
選
手
（
現
ヴ

ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲

府
）
ら
と
と
も
に

活
躍
し
、
少
年
時

代
に
は
北
嶋
秀
朗

選
手
と
千
葉
県
選
抜
チ
ー

ム
で
２
ト
ッ
プ
を
組
ん
で

い
た
。全
国
を
駆
け
回
り
、

対
戦
チ
ー
ム
の
試
合
を
つ

ぶ
さ
に
観
戦
。
そ
の
戦
術

や
選
手
の
特
徴
の
分
析
に

追
わ
れ
る
テ
ク
ニ
カ
ル
ス

タ
ッ
フ
の
一
人
と
し
て
、

チ
ー
ム
を
縁
の
下
か
ら
支

え
る
。
柏
レ
イ
ソ
ル
は
、

Ｊ
１
復
帰
後
の
大
切
な
リ

ー
グ
戦
前
半
戦
を
９
位
で

折
り
返
し
た
。
７
勝
６
敗

５
分
、
勝
点　

。
今

２６

季
の
目
標
に
掲
げ
た

勝
ち
点　

の
半
分
を

４５

達
成
し
た
。
愛
読
書

は
「
サ
ッ
カ
ー
選
手

名
鑑
」。千
人
近
い
Ｊ

リ
ー
ガ
ー
の
プ
レ
ー

の
特
徴
な
ど
デ
ー
タ

を
記
憶
し
、
石
崎
信

弘
監
督
の
問
い
に
即

答
し
戦
術
に
役
立
て

る
。
同
じ
試
合
を
最

低
３
回
は
見
る
と
い

う
緻
密
な
作
業
の
連
続
。

試
合
前
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
は
、
自
ら
編
集
し
た
ビ

デ
オ
を
見
せ
、
画
面
に
ペ

ン
を
入
れ
な
が
ら
解
説
す

る
。
一
度
は
一
般
企
業
に

就
職
す
る
が
、
サ
ッ
カ
ー

か
ら
離
れ
ら
れ
ず
指
導
者

免
許
を
取
得
し
、
柏
レ
イ

ソ
ル
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
チ
を

経
て
、
平
成　

年
か
ら
現

１７

職
。
サ
ッ
カ
ー
少
年
は
み

ん
な
「
将
来
は
Ｊ
リ
ー
ガ

ー
」
と
「
選
手
」
を
夢
見

る
。
平
川
コ
ー
チ
の
よ
う

に
、
サ
ッ
カ
ー
を
愛
し
、

選
手
を
支
え
る
さ
ま
ざ
ま

な
仕
事
に
情
熱
を
燃
や
す

人
々
が
い
て
、
初
め
て
選

手
が
安
心
し
て
力
を
発
揮

で
き
る
。
今
月　

日
か
ら

１１

後
半
戦
が
始
ま
る
。　

日
２５

は
「
レ
イ
ソ
ル
流
山
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
デ
ー
」。ハ
ー
フ

タ
イ
ム
に
は
東
深
井
中
の

生
徒
た
ち
が
和
太
鼓
に
合

わ
せ
て「
深
中
ソ
ー
ラ
ン
」

を
披
露
す
る
。
ピ
ッ
チ
を

全
力
で
走
る
選
手
と
同
様

ハ
ー
フ
タ
イ
ム
の
生
徒
に

も
ご
声
援
を
。

選手のデータを戦術に活かす平川雅之さん

り
、
流
山
の
農
業
は
躍
進

し
た
。

　

昭
和　

年
、　

年
、　

６０

６１

６２

年
の
３
回
、
千
葉
県
で
初

の
《
農
作
物
試
験
栽
培
実

績
発
表
大
会
》
が
予
算
４

０
０
万
円
で
行
わ
れ
た
の

も
、
秋
元
農
政
の
成
果
と

い
え
る
。

　

こ
の
時
、
３
農
協
か
ら

発
表
さ
れ
た
試
験
栽
培
は

①
分
ね
ぎ
の
周
年
栽
培
、

②
分
ね
ぎ
マ
ル
チ
利
用
に

よ
る
周
年
栽
培
、
③
坊
主

し
ら
ず
ね
ぎ
の
系
統
別
栽

培
の
注
意
点
、
④
バ
イ
オ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
農
業
、

⑤
ね
ぎ
ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー

苗
の
利
用
、
⑥
資
材
利
用

に
よ
る
冬
ど
り
ほ
う
れ
ん

そ
う
栽
培
、
⑦
東
葛
地
域

の
エ
ダ
マ
メ
栽
培
上
の
注

意
と
今
後
の
課
題
、
⑧
防

虫
・
遮
光
資
材
利
用
に
よ

る
こ
か
ぶ
栽
培
、
⑨
新
野

菜
（
友
好
菜
、
千
宝
菜
、

タ
ラ
ノ
メ
、葉
ニ
ン
ニ
ク
、

タ
ケ
ノ
コ
、
ク
ワ
イ
、
中

国
野
菜
、
ジ
ネ
ン
ジ
ョ
）

の
栽
培
、
⑩
土
壌
診
断
か

ら
み
た
畑
の
健
康
状
態
、

⑪
ト
ン
ネ
ル
・
マ
ル
チ
の

利
用
法
、
⑫
作
業
環
境
の

改
善
の
仕
方
（
肩
こ
り
、

腰
痛
、
冷
え
の
対
策
）
な

ど
、
多
彩
で
あ
る
。

　

次
回
は
、
昭
和
の
流
山

の
農
業
の
ま
と
め
と
し
て
、

秋
元
大
吉
郎
氏
に
流
山
の

農
政
の
変
遷
を
語
っ
て
も

ら
い
ま
す
。

　
　
　
　

文
／
山
本
文
男

　

農
作
物
試
験
栽
培
実
績
発

表
大
会
で
あ
い
さ
つ
す
る
秋

元
大
吉
郎
元
市
長
（
昭
和　
６０

年
２
月　

日
）

２３

昭
和
の
流
山
産
業
史�

（２９）�

農
民
市
長
の
登
場�

お
と
な
り
さ
ん
〈１２〉

お
と
な
り
さ
ん
〈１２〉

２５日は流山ホームタウンデー

チームを陰で支える情熱家

　

昭
和　

年
４
月　

日
、

５８

２４

流
山
市
長
・
市
議
選
挙
が

行
わ
れ
、
中
野
久
木
の
秋

元
大
吉
郎
氏
が
３
代
目
市

長
に
当
選
し
た
。

　

秋
元
家
は
か
つ
て
中
野

久
木
村
の
名
主
。
大
吉
郎

の
父
、
信
郎
は
戦
後
、
新

川
村
長
、
千
葉
県
議
会
議

員
。大
吉
郎
も
昭
和　

年
、

５０

千
葉
県
議
会
議
員
と
な
り
、

父
の
後
を
継
ぎ
、
千
葉
県

政
と
流
山
市
政
の
パ
イ
プ

役
と
し
て
活
躍
。

　

市
長
時
代
、
秋
元
氏
は

地
域
紙
『
な
が
れ
や
ま
朝

日
』紙
上
で「
県
会
議
員
の

頃
は
、
月
に
十
日
は
農
業

を
手
伝
っ
て
い
た
が
、
市

長
に
な
っ
て
か
ら
は
土
日

に
結
構
行
事
が
多
い
の
で
、

家
内
と
長
男
の
嫁
と　

歳
８４

の
母
と
３
人
、
女
だ
け
で

や
っ
て
い
て
、
男
仕
事
が

必
要
な
時
は
倅
が
、
土
日

に
耕
耘
機
で
耕
し
た
り
、

ネ
ギ
に
土
か
け
を
し
た
り

し
て
ま
す
」
と
語
っ
た
。

　

秋
元
氏
が
市
長
時
代
の

流
山
は
、
行
政
と
３
農
協

と
農
家
が
三
位
一
体
と
な
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　第１４回柏水彩会展＝８月８日�まで（６日は休館）９時～１８時、

さわやかちば県民プラザ（柏市）。入場料無料□問 秋元�７１５２

－７１７３

　ホタル観賞会（さわやかちば県民プラザ、NPOホタル野共催）

＝８月３日�～５日�１９時～２０時３０分、さわやかちば県民プラザ

（柏市）。参加費無料※ホタルの子育てボランティア…９月２４日

�振 まで募集。さわやかちば県民プラザで１０月上旬、幼虫の引き渡

し。参加費1,000円□問 手島�７１５６－１３７８

　おもい祭（�まほろばの里つつじ園主催）＝８月４日�１７時～

２０時※雨天時翌５日�、つつじ園グラウンド。入場料無料□問 つつ

じ園�７１４７－２９４１

　流山市文化協会歌謡部２００７歌謡コンサート＝８月５日�１０時～

１７時３０分、文化会館。入場料無料□問 �峰�７１５２－４７０８

　流山吟詠会創立４０周年記念吟道大会＝８月５日�９時～１８時、

日本閣南柏。入場料無料□問 海道�７１５２－４５２５

　第１６回運河塾「利根運河流域地域資源の魅力」（利根運河の生

態系を守る会主催）＝８月１８日�１３時３０分～１６時４５分、生涯学習

センター。資料代３００円（高校生以下無料）□問 新保�７１５４－

６７４６

　愛のふれあいチャリティーショー（流山市カラオケ演芸協会主

催）＝９月２日�９時３０分～、文化会館。入場料無料※抽選券、

粗品あり□問 染谷�７１４５－３７２８

　稲垣俊也・遠藤久美子賛美セミナー（オリーブ集会主催）＝９

月１７日�１０時～１７時、生涯学習センター。参加費など詳細は問い

合わせを□問 千田�０７０－５４６３－６４４５

お
と
な
り
さ
ん

〈Vol.３５〉

　大東流合気武道流山支部（合気道基本形、小野派一刀流）＝毎

週水・土曜１８時～２１時、南流山中学校□問 石橋�７１５８－５７６４

　ガンバルンバフィットネスクラブ＝毎週火曜１０時～１２時、東部

公民館□問 染谷�７１４５－９０８２

　リラックスヨーガ＝毎週火曜１９時～２０時３０分、文化会館□問 平野

�０８０－１００２－７８２８

　オリーブ（ペン習字）＝第２・４木曜１０時～１２時、赤城福祉会

館□問 勝股�７１５９－８５８６

　炎の会（油彩・水彩）＝毎週木曜１３時～１６時、初石公民館□問 酒

井�７１５５－４７１５

　健康矯正体操南流山グループ＝毎週水曜１９時３０分～２０時３０分、

南流山福祉会館□問 川井�７１５９－３００２

　敏書道サークル（漢字、かな、実用書道）＝第１・２・３月曜

１３時１５分～１６時４５分、流山福祉会館□問 籾山�７１５８－６８９１

サ ー ク ル
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現
在
、
博
物
館
で
企
画

展
「
流
山
庚
申
塔
探
訪
」

が
開
催
さ
れ
、
歴
史
フ
ァ

ン
な
ど
に
好
評
で
す
。

　

江
戸
時
代
初
期
の
こ
ろ

か
ら
全
国
的
に
建
立
さ
れ

た
庚
申
塔
。
市
内
に
は
現

在
、
３
３
２
点
の
庚
申
塔

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
の
企
画
展
で
は
、「
庚
申

板
碑
」、「
庚
申
塔
の
移
り

変
わ
り
」、「
も
っ
と
細
か

く
！
」、「
聞
き
取
り
調
査

庚
申
講
」
の
４
つ
の
コ
ー

ナ
ー
に
分
け
て
市
内
の
庚

申
塔
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

庚
申
信
仰
に
由
来
す
る

庚
申
講
と
い
う
集
ま
り
や
、

庚
申
塔
に
刻
ま
れ
た
文
字

情
報
か
ら
分
か
る
流
山
の

歴
史
に
つ
い
て
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

相談あんない（８月）
　相談日が祝・休日など
の場合は、休みとなりま
す。事前に問い合わせを。
　

＝市民相談室の相談＝ 
 �７　１　５　８－１　６　１　６

 
①法律相談（予約制）
火・木曜（１３：００～１５：４０）
　※１４日、１６日は除く
　
②悩みごと相談（予約制）
（人権・行政）
６日・２０日・２７日
（１０：００～１５：００）
　
③税務相談（予約制）　
１日（１３：００～１６：３０）
　
④登記相談（予約制）
８日（１３：００～１５：４０）

⑤交通事故相談（予約制）
２０日（１０：００～１５：００）
 

⑥不動産相談（予約制）
１５日（１３：００～１６：３０）
　 
⑦行政書士相談（予約制）
　※予約は２日前までに
４日（１０：００～１２：００）
１７日（１３：００～１６：００）
　※４日は南流山センター
で出張相談

　
⑧外国人相談（予約制）
※予約は１週間前までに
２２日（１３：００～１６：００）
　

＝その他の相談＝

消費生活相談
月～金曜（９：００～１６：００）
　消費生活センター
□問 同センター�７１５８－
０９９９

子供悩みごと相談　
月～金曜（１０：００～１６：００）
　家庭児童相談室
□問 同相談室�７１５８－４１４４
　

育児相談
月～金曜（９：３０～１６：３０）
　子育て支援センター
ゆうゆう
□問 同センター�７１４４－７９２６
　
子育て電話相談
月～金曜（９：００～１６：００）
土曜（９：００～１１：３０）　
□問 平和台保育所�７１５８－
１４３５／江戸川台保育所�
７１５２－０６４８／向小金保育
所�７１７４－８８５３
　

心配ごと相談
水曜（１０：００～１５：００）
　ケアセンター
□問 社会福祉協議会�７１５９
－４７３５

教育相談
月～金曜（９：００～１６：００）
※第３水曜を除く
　教育研究企画室
□問 教育相談室�７１５０－
８３９０
　

青少年相談
月～金曜（９：３０～１６：３０）
※第３水曜を除く
　青少年指導センター
□問 同センター相談室�
７１５８－７８３０
　　
療育相談
月～金曜（９：００～１６：００）
　つばさ学園内療育相談室
□問 療育相談室�７１５４－
４８４４

障害者就労相談
月～金曜、２６日�
（９：００～１７：００）
※平日のみ予約制
　障害者就労支援センター
□問 同センター�７１５５－
６４２１
　

幼児ことばの相談室
月～金曜（９：００～１６：００）
　ケアセンター
□問 療育相談室�７１５４－
４８４４
　

心の相談（予約制）
６日・２０日
（１３：００～１６：００）
　心の相談室
□問 障害者支援課�７１５０－
６０８１

酒害相談
７日・２４日（１７：００～２１：００）
　江戸川台福祉会館
１２日（１３：００～１５：００）
　向小金福祉会館
□問 流山断酒新生会�７１５３
－７４２２

　
年金相談（予約制）
１０日（９：３０～１５：３０）
　市民相談室
※先着１２人
□問 国保年金課�７１５０－
６１１０
　

わが家の耐震相談・無料診断
　月～金曜
　（９：００～１６：００）
　昭和５６年以前建築の木造
住宅対象

　□問 建築住宅課�７１５０－
６０８８

庚庚庚庚庚庚庚庚庚庚庚庚庚庚庚庚
申申申申申申申申申申申申申申申申
塔塔塔塔塔塔塔塔塔塔塔塔塔塔塔塔
のののののののののののののののの
謎謎謎謎謎謎謎謎謎謎謎謎謎謎謎謎
にににににににににににににににに
迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫
るるるるるるるるるるるるるるるる

庚
申
塔
の
謎
に
迫
る

ふ
る
さ
と
の
歴
史
を
探
訪

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、

青
少
年
が
日
常
生
活
の
中

で
考
え
て
い
る
こ
と
を
広

く
社
会
に
訴
え
る
「
青
少

年
主
張
大
会
」
の
発
表
者

を
募
集
し
ま
す
。

　

▽
期
日
＝
９
月　

日
�

１４

▽
場
所
＝
文
化
会
館
▽
対

象
＝
中
学
生
か
ら　

歳
ま

２４

で
の
市
内
在
住
・
在
学
・

在
勤
者
▽
発
表
内
容
＝
家

庭
、
学
校
生
活
、
社
会

（
地
域
活
動
等
）、身
の
回

り
や
友
だ
ち
と
の
関
わ
り

に
対
す
る
意
見
や
感
想
、

提
言
な
ど
（
１
人
５
分
程

　

▽
期
間
＝
９
月　

日
�

１７

ま
で
※
休
館
日
は
月
曜
お

よ
び
８
月　

日
�
▽
時
間

３１

＝
９
時　

分
〜　

時
▽
場

３０

１７

所
＝
博
物
館
▽
入
場
料
＝

無
料

�
　

企
画
展
開
催
に
合
わ
せ

て
、
流
山
の
庚
申
塔
を
写

真
と
解
説
で
紹
介
す
る
ス

ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
「
流
山
庚

申
塔
散
策
」を
行
い
ま
す
。

　

▽
期
日
＝
８
月　

日 
１９

������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー「
流

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー「
流

山
庚
申
塔
散
策
」

山
庚
申
塔
散
策
」

�
、
９
月
２
日
�
※
両
日

と
も
同
じ
内
容
▽
時
間
＝

い
ず
れ
も　

時
〜　

時
▽

１１

１２

場
所
＝
中
央
図
書
館
▽
定

員
＝
各　

人
（
先
着
順
）

５０

▽
入
場
料
＝
無
料
▽
申
し

込
み
＝
１
日
９
時
か
ら
電

話
で
博
物
館
へ

　

※
博
物
館
調
査
研
究
報

告
書　

「
流
山
庚
申
塔
探

２４

訪
」（
税
込
み
１
３
３
０

円
）
も
販
売
中

　

□問
 

博
物
館
�
７
１
５
９

―
３
４
３
４

「
家
庭
や
社
会
で
の
男
女

平
等
に
つ
い
て
」、「
夫
が

家
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ

た
き
っ
か
け
は
」、「
男
性

の
多
い
職
種
、
女
性
の
多

い
職
種
で
の
苦
労
に
つ
い

て
」、「
子
育
て
と
仕
事
に

つ
い
て
」
な
ど
。

応
募
方
法

　

用
紙
は
自
由
様
式
で
、

手
記
を
６
０
０
字
程
度
に

ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

の
上
、
９
月　

日
（
必
着
）

１０

ま
で
に
〒
２
７
０
―
０
１

９
２
流
山
市
役
所
企
画
政

策
課
男
女
共
同
参
画
室
へ

郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く

だ
さ
い
（
フ
ァ
ッ
ク
ス
に

よ
る
応
募
も
可
）。※
各
賞

あ
り

　

□問
 

企
画
政
策
課
男
女
共

同
参
画
室
�
７
１
５
０
―

６
０
６
４
／
�
７
１
５
０

―
０
１
１
１

　

本
紙
７
月　

日
号
で
、

１５

平
和
を
願
う
折
り
鶴
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
市
民
の

皆
さ
ん
な
ど
か
ら
た
く
さ

ん
の
手
作
り
の
折
り
鶴
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
日

か
ら
、
こ
の
折
り
鶴
に
糸

を
通
し
て
千
羽
鶴
に
ま
と

千
羽
鶴
を
展
示

千
羽
鶴
を
展
示　
　
　

ポ
ス
タ
ー
展
も
開
催

め
る
作
業
が
、
公
募
で
集

ま
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
な
ど
に
よ
り
始
ま
り

ま
す
。

　

こ
の
千
羽
鶴
は
、
今
月

７
日
�
か
ら　

日
�
ま
で
、

１０

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
に
展

示
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
展
示
後
は
「
平

和
を
願
う
千
羽
鶴
」
と
し

て
、
昨
年
に
引
き
続
き
終

戦
記
念
日
の
８
月　

日
に
、

１５

度
）
▽
申
し
込
み
＝
生
涯

学
習
課
備
え
付
け
の
参
加

申
込
書
に
、発
表
原
稿（
同

課
で
配
布
の
フ
ロ
ッ
ピ
ー

デ
ィ
ス
ク
に
ワ
ー
ド
で
入

力
、
１
６
０
０
字
程
度
）

を
添
え
て
、８
月　

日（
必

１５

着
）ま
で
に
生
涯
学
習
課
へ

持
参
※
市
内
の
中
学
校
・

高
校
在
学
生
は
学
校
長
を

通
じ
て
申
し
込
み
を

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６

市
内
の
子
ど
も
た
ち
が
直

接
、
広
島
平
和
記
念
公
園

に
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

�
　

被
爆
に
よ
る
白
血
病
で

亡
く
な
っ
た
佐
々
木
貞
子

さ
ん
の
一
生
を
中
心
に
、

犠
牲
と
な
っ
た
子
ど
も
た

ち
の
こ
と
な
ど
を
分
か
り

や
す
く
説
明
し
た
資
料
を
、

広
島
平
和
記
念
資
料
館
の

協
力
を
い
た
だ
き
展
示
し

ま
す
。

　

▽
期
間
＝
８
月
２
日
�

〜　

日
�
（
土
・
日
曜
を

１７
除
く
）
▽
時
間
＝
８
時　
３０

分
〜　

時　

分
▽
場
所
＝

１７

２０

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

　

□問
 

企
画
政
策
課
�
７
１

５
０
―
６
０
６
４
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サ
ダ
コ
と
折
り
鶴
ポ

サ
ダ
コ
と
折
り
鶴
ポ

ス
タ
ー
展

ス
タ
ー
展

男
女
共
同

参
画
社
会

�
　

の
実
現
へ

経
験
や
希
望
の
手
記
を
募
集

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
意
識
と

関
心
を
よ
り
高
め
て
い
た

だ
こ
う
と
、「
こ
れ
ま
で
に

経
験
し
た
こ
と
」
や
「
こ

う
な
ら
い
い
な
と
感
じ
た

こ
と
」
な
ど
を
６
０
０
字

程
度
に
ま
と
め
た
手
記
を

募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
応
募
い
た
だ
い

た
手
記
は
、「
男
女
共
同
参

画
通
信
」
や
啓
発
紙
な
ど

に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
参
考
テ
ー
マ
は
、

8月は道路ふれあい月間8月は道路ふれあい月間
　今月は、「道路ふれあい月間｣です。８月１０日の「道の日」
を中心として、「また明日　元気に会おう　この道で」を本年
度の推進標語とし、全国的に安全で快適な道路環境を守るた
め道路愛護思想の普及を図ります。
　道路は一般交通に供されるほか、水道やガスなどのライフ
ラインを収納する機能や、災害時の避難路や消火活動の防災機
能など、わたしたちの生活に欠かすことのできない施設です。
　日ごろから道路には物を置かず、美しく広く利用するとと
もに、生け垣や塀は道路境界を確定した上で築造するようお
願いします。
　また、道路の維持管理について、市では道路パトロール等
により危険箇所の早期発見・早期対応に努めていますが、道
路の陥没など危険箇所を発見した場合は道路管理課までご連
絡をお願いします。
　□問 道路管理課�７１５０－６０９３

博 物 館博 物 館
企 画 展企 画 展

平
和
を

願
う

サ
ダ
コ
と

折
り
鶴

平 和
施策事業

日
ご
ろ
の
思
い
を
発
表

青
少
年
主
張
大
会
に
参
加
を

　夏休みに自由研究の題材にも

平和への祈りを込めて　平和への祈りを込めて
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市民ギャラリー　今月の展示

【市展受賞作品展　８/１�～９/２８�】

　第２８回市展受賞作品を展示します。

　※９月３日に作品入れ替えあり

　　□問 �アーテック�７　１　５　４－１　４　４　１

★印のあるものは市主催のものです 

�
　

★
博
物
館
子
ど
も
教
室

「
ア
ン
ギ
ン
（
古
代
の
編

み
物
）
づ
く
り
」

　

▽
日
時
＝
８
月　

日
�

１１

　

時　

分
〜　

時　

分
▽

１３

３０

１５

３０

場
所
＝
中
央
図
書
館
▽
対

象
／
定
員
＝
市
内
小
学
３

年
生
〜
中
学
生
と
そ
の
保

護
者
／　

人
（
先
着
順
）

２０

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
持
ち

物
＝
は
さ
み
▽
申
し
込
み

＝
電
話
で
博
物
館
へ

　

□問
 

博
物
館
�
７
１
５
９

―
３
４
３
４

　

★
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ 

ザ
・
プ
ラ
ザ
館
の
教
室

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・

プ
ラ
ザ
館
を
会
場
に
行
う

市
民
対
象
の
教
室
で
す
。

　

①
健
康
ぞ
う
り
づ
く
り

　

▽
日
時
＝
９
月
３
日
�

　

時
〜　

時
▽
定
員
＝　

１０

１６

２０

人
（
多
数
抽
選
）
▽
参
加

費
＝
３
０
０
円（
材
料
代
）

▽
持
ち
物
＝
古
バ
ス
タ
オ

ル
、
は
さ
み
、
昼
食

　

②
傘
布
で
マ
イ
バ
ッ
グ

づ
く
り

　

▽
日
時
＝
９
月
５
日
�

　

時
〜　

時
▽
定
員
＝　

１３

１６

１０

人
（
多
数
抽
選
）
▽
参
加

費
＝
無
料
▽
持
ち
物
＝
傘

講
座
・
講
演

布
、
裁
縫
道
具

　

【
申
し
込
み
】

　

往
復
ハ
ガ
キ
に
希
望
講

座
名
（
１
枚
で
１
講
座
）、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

返
信
用
に
宛
名
を
明
記
の

上
、
８
月　

日
（
必
着
）

１５

ま
で
に
〒
２
７
０
―
０
１

７
４
流
山
市
下
花
輪
１
９

１
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

�
７
１
５
７
―
８
２
５
０

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の

教
室

　

①
税
理
士
と
フ
ァ
イ
ナ

ン
シ
ャ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
よ
る
「
知
っ
て
お
き
た

い
税
金
の
話
」（
全
３
回
）

　

▽
期
日
＝
８
月　

日
・

１０

　

日
・　

日
の
金
曜
▽
時

２４

３１

間
＝　

時
〜　

時
▽
定
員

１０

１２

＝　

人
（
先
着
順
）
▽
参

４０
加
費
＝
１
回
５
０
０
円

　

②
足
も
み
と
ヨ
ー
ガ
の

ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ー
ス
（
全

４
回
）

　

▽
期
日
＝
８
月
３
日
・

　

日
・　

日
・　

日
の
金

１０

２４

３１

曜
▽
時
間
＝　

時
〜　

時

１９

２０

　

分
▽
定
員
＝　

人
（
先

３０

１５

着
順
）
▽
参
加
費
＝
８
０

０
０
円
※
全
回
出
席
で
き

な
い
方
は
相
談
可

　

【
申
し
込
み
】

　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
（
講
座
名
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

明
記
）
で
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

�
７
１
５
０
―
７
４
７
４

／
�
７
１
５
９
―
６
６
３

９
　

夏
休
み
子
ど
も
園
芸
体

験
「
手
づ
く
り
ハ
ン
ギ
ン

グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
」

　

▽
日
時
＝
８
月　

日
�

１１

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
杜

１０

１２

の
ア
ト
リ
エ
黎
明
▽
対
象

／
定
員
＝
小
学
生
（
低
学

年
は
保
護
者
同
伴
）
／　
１５

人
（
先
着
順
）
▽
参
加
費

＝
６
０
０
円
（
材
料
代
）

▽
持
ち
物
＝
割
り
ば
し
１

ぜ
ん
、
レ
ジ
袋
大
２
枚
、

手
ふ
き
用
タ
オ
ル
▽
申
し

込
み
＝
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ッ
ク
ス
（
講
座
名
、
住
所
、

氏
名
、
学
年
、
電
話
番
号

を
明
記
）
で
一
茶
双
樹
記

念
館
へ

　

□問
 

一
茶
双
樹
記
念
館 

�
・
�
７
１
５
０
―
５
７

５
０

　

さ
わ
や
か
健
康
気
功
教

室
（
全　

回
）

１０

　

▽
期
日
＝
９
月
〜　

月
１２

の
第
１
・
３
火
曜
、
平
成

　

年
１
月
の
第
２
・
４
火

２０曜
▽
時
間
＝　

時
〜　

時

１３

１５

▽
場
所
＝
市
民
総
合
体
育

館
▽
対
象
／
定
員
＝
市
民

／　

人
（
先
着
順
）
▽
参

４０
加
費
＝
７
０
０
０
円
▽
申

し
込
み
＝
電
話
で
市
民
総

合
体
育
館
（
流
山
市
体
育

協
会
）
へ

　

□問
 

市
民
総
合
体
育
館
�

７
１
５
９
―
１
２
１
２

�
　

★
図
書
館
映
画
会
「
ポ

ー
ラ
ー
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」

　

▽
期
日
＝
８
月
９
日 

�
・　

日
�
▽
時
間
＝　

１０

１３

時　

分
〜　

時
（　

時
か

３０

１５

１３

ら
整
理
券
配
付
）
▽
場
所

＝
中
央
図
書
館
▽
対
象
／

定
員
＝
市
民
／
各　

人
５０

（
先
着
順
）
▽
入
場
料
＝

無
料
▽
申
し
込
み
＝
当
日

直
接
会
場
へ

　

□問
 

中
央
図
書
館
�
７
１

５
９
―
４
６
４
６

�
　

★
市
臨
時
職
員
（
看
護

師
、
医
療
事
務
員
）
の
募

集
　

▽
勤
務
場
所
＝
流
山
市

休
日
診
療
所
（
西
初
石
）

▽
勤
務
内
容
＝
看
護
師
…

医
師
の
診
療
介
助
、
医
療

事
務
員
…
医
療
事
務
▽
応

募
資
格
＝
有
資
格
者
▽
勤

務
日
／
時
間
＝
月
〜
土
曜

（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除

く
）
／　

時
〜　

時
※
詳

１９

２１

細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７

１
５
４
―
０
３
３
１

　

自
衛
官
採
用
試
験
（
航

空
学
生
、一
般
曹
候
補
生
、

２
等
陸
・
海
・
空
士
）

　

▽
受
付
期
間
＝
８
月
１

日
�
〜
９
月
７
日
�
▽
応

募
資
格
＝
日
本
国
籍
を
有

し
、
平
成　

年
４
月
１
日

２０

現
在
で
満　

歳
以
上　

歳

１８

２７

未
満
の
方
（
航
空
学
生
は

　

歳
未
満
）
▽
試
験
日
＝

２１
映
画
・
公
演

資
格
・
求
人

①
航
空
学
生
…
９
月　

日
２２

�
②
一
般
曹
候
補
生
…
９

月　

日
�
③
２
等
陸
・
海

１７
・
空
士（
女
子
）…
９
月　
２４

日
�振
 

・　

日
	
④
２
等
陸

２５

・
海
・
空
士
（
男
子
）
…

９
月　

日
〜　

日
の
間
で

１６

３０

設
定
※
入
隊
は
平
成　

年
２０

３
月
下
旬

　

□問
 

自
衛
隊
柏
募
集
案
内

所
�
７
１
６
３
―
６
８
８

４�
　

★
防
災
会
議

　

▽
日
時
＝
８
月
２
日
�

　

時
〜
▽
場
所
＝
市
役
所

１０▽
内
容
＝
流
山
市
地
域
防

災
計
画
（
素
案
）
の
概
要

に
つ
い
て
ほ
か

　

□問
 

安
心
安
全
課
�
７
１

５
０
―
６
３
１
２

　

★
産
業
振
興
審
議
会

　

▽
日
時
＝
８
月　

日
�

２４

　

時
〜
▽
場
所
＝
市
役
所

１４▽
内
容
＝
産
業
振
興
施
策

に
つ
い
て

　

□問
 

商
工
課
�
７
１
５
０

―
６
０
８
５

�
　

日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

（
流
山
市
母
子
寡
婦
福
祉

会
主
催
）

　

▽
日
時
＝
８
月
８
日
�

８
時　

分
〜　

時　

分
▽

３０

１６

３０

行
き
先
＝
江
戸
崎
農
業
公

園
ポ
テ
ィ
ロ
ン
の
森
（
茨

城
県
稲
敷
市
）
▽
集
合
場

所
＝
江
戸
川
台
駅
西
口
、

文
化
会
館
、
東
部
公
民
館

▽
対
象
／
定
員
＝
市
内
在

施
策
会
議　
傍聴可

そ
の
他

住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
方

／　

人
（
先
着
順
）
▽
参

５０
加
費
＝
１
０
０
０
円
（
４

歳
〜
小
学
生
は
５
０
０
円
、

３
歳
以
下
は
無
料
）
※
入

園
料
、
昼
食
代
含
む
▽
申

し
込
み
＝
８
月
５
日
ま
で

に
電
話
で
母
子
寡
婦
福
祉

会
長
・
井
上
（
�
７
１
５

３
―
０
６
８
９
）
へ

　

□問
 

子
ど
も
家
庭
課
�
７

１
５
０
―
６
０
８
２

　

公
開
読
書
会
「
わ
た
し

た
ち
は
こ
ん
な
本
を
読
ん

で
い
る
」（
本
を
読
も
う
・

流
山
の
会
主
催
）

　

▽
日
時
＝
８
月　

日
�

１８

　

時　

分
〜　

時　

分
▽

１３

３０

１５

３０

場
所
＝
中
央
図
書
館
▽
対

象
／
定
員
＝
市
民
／　

人
４０

（
先
着
順
）
▽
内
容
＝
市

内
読
書
会
・
個
人
の
方
々

の
読
書
や
図
書
館
に
関
す

る
報
告
・
懇
談
な
ど
▽
参

加
費
＝
無
料
▽
申
し
込
み

＝
当
日
直
接
会
場
へ

　

□問
 

中
央
図
書
館
�
７
１

５
９
―
４
６
４
６

　

坂
川
の
水
質
と
生
き
物

を
調
べ
よ
う
！

　

▽
日
時
＝
８
月　

日
�

２２

９
時　

分
〜　

時　

分
※

３０

１６

３０

雨
天
中
止
▽
集
合
場
所
＝

Ｊ
Ｒ
新
松
戸
駅
改
札
口
前

▽
対
象
／
定
員
＝
小
学
４

年
生
以
上
※
親
子
参
加
も

歓
迎
／　

人
（
先
着
順
）

４０

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
持
ち

物
＝
飲
み
物
、
帽
子
、
タ

オ
ル
、動
き
や
す
い
服
装
、

濡
れ
て
も
よ
い
靴
※
昼
食

は
無
料
配
布
▽
申
し
込
み

＝
８
月　

日
ま
で
に
電
話

１０

ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
イ

ベ
ン
ト
名
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、電
話
番
号
を
明
記
）

で
国
土
交
通
省
江
戸
川
河

川
事
務
所
調
査
課
へ

　

□問
 

同
事
務
所
�
７
１
２

５
―
７
３
１
７
／
�
７
１

２
５
―
２
９
４
７

　

法
廷
傍
聴
会

　

▽
日
時
＝
８
月　

日
�

２３

　

時
〜　

時
▽
集
合
場
所

１３

１７

＝
千
葉
県
弁
護
士
会
松
戸

支
部
（
松
戸
市
）
▽
定
員

＝　

人
（
先
着
順
）
▽
内

２５
容
＝
法
廷
傍
聴
、
傍
聴
後

の
解
説
な
ど
▽
参
加
費
＝

無
料
▽
申
し
込
み
＝
１
日

　

時
か
ら
電
話
で
千
葉
県

１０弁
護
士
会
松
戸
支
部
へ

　

□問
 

同
支
部
�
０
４
７
―

３
６
６
―
６
６
１
１

　

「
見
え
方
」「
聞
こ
え

方
」
の
教
育
相
談
会

　

▽
日
時
＝
８
月　

日
�

２３

　

時
〜　

時　

分
▽
場
所

１０

１４

３０

＝
県
立
野
田
特
別
支
援
学

校
（
野
田
市
）
▽
内
容
＝

視
覚
・
聴
覚
に
関
す
る
専

門
的
な
相
談
▽
参
加
費
＝

無
料
※
申
し
込
み
方
法
な

ど
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

県
立
野
田
特
別
支
援

学
校
�
７
１
２
２
―
７
２

７
０

柏健康福祉センター（保健所）の事業〈�７１６７－１２５５〉
受付時間８月の実施日事 業 名

１３：００～１３：３０２３日未熟児等発達・療育相談
１３：００～１４：００１３日（夜間検査あり）・２７日ＨＩＶ抗体検査

―今月は開催しません女性のための健康相談
１４：００～１６：００１３日・２１日・２７日・２８日心の健康相談
１４：００～１６：００６日・２０日アルコール悩みごと相談
１４：００～１６：００７日酒　害　教　室
１３：００～１５：００９日不　妊　相　談

　※相談内容など、詳細は問い合わせを

　休日は、休日診療所をご利用ください。
　▽場所＝保健センター内休日診療所（西初石４丁目１４３３－１）▽診療
科目＝内科、小児科、歯科▽受付時間＝９時～１１時３０分、１３時～１６時
３０分（午後の診療は１３時３０分から。歯科の受け付けは１１時３０分まで）
※内科、小児科については、夜間は市内の医療機関が当番制で診療。
当番医は、あらかじめ市消防本部（�７１５８－０１１９）で確認を
　□問 休日診療所�７１５５－３４５６

休日の救急医療

保健あんない（８月）
　転入者などで個人通知が届か
ない場合は、お問い合わせくだ
さい。
　□問 保健センター�７１５４－０３３１
　
ハローベイビー
３日・２８日　保健センター
（１２：３０～１２：５０受付）
１０日　保健センター
（９：４５～１０：００受付）
※妊娠５～８カ月の妊婦とパー
トナー対象。３回で１コース（２
回目からの参加者は要予約）
　
カムカムキッズ（予約制）
２７日　保健センター
２９日　南流山福祉会館
※平成１８年７月～１０月生まれ
の乳児対象。歯と食生活の指
導と試食。母子健康手帳、お
しぼりを持参

もぐもぐ教室（予約制）
２８日　保健センター
３０日　東部公民館
※４～５カ月児の離乳食指導。
母子健康手帳、器、スプーン
を持参

育児相談
２日　向小金福祉会館
９日　保健センター
（９：３０～１０：３０受付）
※母子健康手帳を持参。今月
の保健センターは１歳以上の
幼児対象（１歳未満の弟妹が
いる場合は、来月に来所）
　

むし歯予防教室（予約制）
１日・８日・２２日　保健センター
※２歳２カ月児対象（２２日は
１・２回参加の幼児対象）。１
歳６カ月児健康診査時に申し
込みを

食事相談（予約制）

月～金曜　保健センター

※生活習慣病などの食事指導

　

成人健康相談（予約制）

月～金曜　保健センター

※生活習慣病など健康に関する相談

　

健康診査

①３カ月児…２３日・２４日

（平成１９年４月生まれの乳児対象）

②１歳６カ月児…２０日・２１日

（平成１８年１月生まれの幼児対象）

③３歳児…６日・７日

（平成１６年５月生まれの幼児対象）

※いずれも保健センター

（１２：４５～１３：４５受付）
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平成１９年８月１日（水曜日）　　　（　）８第１１４３号

日　程・催し物会　場
８日�～１０日�　夏休み手芸教室
17日�　マンカラ大会

駒 木 台 児 童 館
�７１５４－４８２１

23日�　みんなで作ろう楽しい工作
２９日�　ミニえんにち

江戸川台児童センター
�７１５４－３０２６

２１日�　ドッジボール大会
３０日�　おばけやしき

思井児童センター
�７１５９－５６６６

１０日�　水鉄砲であそぼう
３０日�　チャレンジゲーム大会

向小金児童センター
�７１７３－９３２０

１６日�～２４日�　工作の日　スライム作り
２２日�　ビデオシアターとおたのしみ抽選会

十太夫児童センター
�７１５４－５２５４

１７日�　児童劇（劇団　風の子）
２９日�　ミニえんにち

野々下児童センター
�７１４５－９５００

６日�～１１日�　夏休み工作
２８日�　ミニえんにち

赤城児童センター
�７１５８－４５４５

７日�　身体測定
２４日�　お誕生会

子育て支援センターゆうゆう
�７１４４－７９２６

児童館・センター８月の催し物

古紙100％再生紙、大豆油インク使用�
掲載記事へのお問い合わせの際は、電話番号をお間違えのないようにお願いします

本紙掲載の募集記事等にかかる応募者の個人データについては、当該目的以外では使用しません

流
山
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

６
日
か
ら
参
加
者
を
募
集

　歌手、ミュージカルなどで活躍中の 
岩崎宏美さん

第１８回第１８回　流山市民音楽祭流山市民音楽祭

参加団体を募集参加団体を募集　　

　　　申し込みは３１日までに申し込みは３１日までに

岩
崎
宏
美
コ
ン
サ
ー
ト

９
月　

日
、
文
化
会
館
で

１６

健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言ののののののののののののののののののののののののののののののののままままままままままままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち健康都市宣言のまち

　流山ロードレース大会には、毎年大勢の参加者が

　

「
健
康
都
市
宣
言
の
ま

ち
」
第　

回
流
山
ロ
ー
ド

１６

レ
ー
ス
大
会
が
、　

月
７

１０

日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

同
大
会
実
行
委
員
会
で

は
、
８
月
６
日
か
ら
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
流
山
セ
ン
ト

　

時
５
分
▽
受
付
時
間
／

１０場
所
＝
８
時
〜
９
時
（
要

事
前
申
し
込
み
）
／
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
▽
種
目
＝

【　

�
コ
ー
ス
】
…
①
一

１０
般
男
子
②
一
般
女
子
③　
４０

歳
代
男
子
④　

歳
代
女
子

４０

⑤　

歳
代
男
子
⑥　

歳
以

５０

５０

上
女
子
⑦　

歳
以
上
男
子

６０

⑧
高
校
男
子
⑨
高
校
女
子

※
ア
マ
チ
ュ
ア
競
技
者
で
、

　

�
を　

分
以
内
で
完
走

１０

７０

で
き
る
方
／
【
フ
ァ
ン
ラ

ン
２
�
】
…
⑩
小
学
生
以

上
の
市
民
※
小
学
３
年
生

以
下
は
保
護
者
の
同
時
申

し
込
み
が
必
要
で
す
▽
定

員
＝　

�
コ
ー
ス
…
１
７

１０

０
０
人
、
フ
ァ
ン
ラ
ン
２

�
…
５
０
０
人
※
い
ず
れ

も
先
着
順
▽
参
加
費
＝　
１０

�
コ
ー
ス
…
３
０
０
０

円
、
フ
ァ
ン
ラ
ン
２
�
…

１
０
０
０
円
▽
表
彰
＝　
１０

�
コ
ー
ス
は
各
種
目
６
位

ま
で
に
賞
状
と
記
念
品
、

そ
の
他
ラ
ッ
キ
ー
賞
あ
り
。

フ
ァ
ン
ラ
ン
２
�
に
は
表

彰
が
あ
り
ま
せ
ん
※
参
加

者
全
員
に
参
加
賞
、
完
走

者
に
は
完
走
証
あ
り
▽
申

込
期
間
＝
８
月
６
日
�
〜

　

�
（
消
印
有
効
）
▽
申

３１込
方
法
＝
生
涯
学
習
課
、

各
公
民
館
、
南
流
山
セ
ン

タ
ー
、市
民
総
合
体
育
館
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
備

え
付
け
の
参
加
申
込
用
紙

（
郵
便
振
替
用
紙
）
に
必

要
事
項
を
明
記
の
上
、
参

加
費
を
添
え
て
郵
便
局
へ

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

（h
ttp
://w
w
w
.tecn

op
lan
.co.jp

）
か
ら
の
申

し
込
み
も
可

　

□問
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
助

け
合
い
ネ
ッ
ト
�
７
１
５

３
―
５
７
３
３
（
月
〜
金

曜
９
時
〜　

時
、
土
曜
９

１７

時
〜　

時
）

１２

ラ
ル
パ
ー
ク
駅
付
近
を
ス

タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
地
点
と

し
、
流
山
警
察
署
前
を
経

由
、
流
山
お
お
た
か
の
森

駅
付
近
で
折
り
返
す　

�
１０

の
コ
ー
ス
で
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
参

加
い
た
だ
け
る
よ
う
、
小

学
生
以
上
の
市
民
を
対
象

と
し
た
、
タ
イ
ム
を
競
わ

ず
楽
し
み
な
が
ら
走
る
フ

ァ
ン
ラ
ン
２
�
も
設
け
て

い
ま
す
。

　

記
録
の
更
新
、
完
走
、

健
康
増
進
な
ど
、
自
ら
の

目
的
に
合
わ
せ
て
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

▽
期
日
＝　

月
７
日
�

１０

※
雨
天
決
行
▽
ス
タ
ー
ト

時
間
＝　

�
コ
ー
ス
…　

１０

１０

時
、
フ
ァ
ン
ラ
ン
２
�
…

　

公
民
館
で
は
、
東
京
理
科
大
学
サ

イ
エ
ン
ス
夢
工
房
の
公
開
講
座
「
現

代
科
学
を
楽
し
む
〜
快
適
な
く
ら
し

と
健
康
〜
」（
全
６
回
）
を
開
催
し
ま

す
。

　

▽
期
日
／
テ
ー
マ
等
＝
別
表
の
と

お
り
▽
時
間
＝　

時
〜　

時
▽
場
所

１４

１６

＝
東
京
理
科
大
学
野
田
校
舎
▽
対
象

／
定
員
＝
市
内
在
住
の
高
校
生
以
上

の
方
／　

人
（
先
着
順
）
▽
参
加
費

８０

＝
２
０
０
０
円
（
資
料
代
）
▽
申
し

込
み
＝
電
話
で
文
化
会
館
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５
８
―
３
４

６
２

　

９
月　

日
、
流
山
市
民

１６

芸
術
劇
場
（
同
実
行
委
員

会
、市
教
育
委
員
会
共
催
）

で
は
、
ヒ
ッ
ト
曲
「
ロ
マ

ン
ス
」、「
す
み
れ
色
の
涙
」、

「
聖
母
た
ち
の
ラ
ラ
バ
イ
」

な
ど
で
お
馴
染
み
の
歌
手

・
岩
崎
宏
美
さ
ん
に
よ
る

公
演
「
岩
崎
宏
美
Ｌ
Ｉ
Ｖ

Ｅ
２
０
０
７
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
＋
」

を
文
化
会
館
で
開
催
し
ま

す
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど
で

も
活
躍
中
の
岩
崎
宏
美
さ

ん
。
そ
の
優
し
く
温
か
い

透
明
感
あ
ふ
れ
る
歌
声
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

▽
日
時
＝
９
月　

日
�

１６

　

時
（
開
演
）
〜
▽
場
所

１７＝
文
化
会
館

　

【
チ
ケ
ッ
ト
販
売
】

　

▽
販
売
期
間
＝
８
月
５

日
�
〜
※
売
り
切
れ
次
第

終
了
▽
販
売
場
所
＝
①
文
化

会
館
、
各
公
民
館
、
南
流

山
セ
ン
タ
ー
（
い
ず
れ
も

９
時
〜　

時　

分
）
②
読

１６

３０

売
新
聞
�
青
木
新
聞
店
Ｙ

Ｃ
初
石
▽
チ
ケ
ッ
ト
料
＝

４
５
０
０
円
（
全
席
指
定
）

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６

　

音
楽
の
祭
典
と
し
て
市

民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ

て
い
る
「
市
民
音
楽
祭
」

を
、
来
年
１
月　

日
に
生

２７

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、

８
月　

日
ま
で
参
加
団
体

３１

を
募
集
し
ま
す
。

　

今
回
で　

回
目
と
な
る

１８

市
民
音
楽
祭
は
、
準
備
か

ら
進
行
ま
で
市
民
の
皆
さ

ん
の
参
加
に
よ
る
手
づ
く

り
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

市
内
で
音
楽
活
動
を
行

っ
て
い
る
市
民
の
皆
さ
ん
、

練
習
の
成
果
を
発
表
す
る

良
い
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
を
。

　

▽
期
日
＝
平
成　

年
１

２０

月　

日
�
▽
場
所
＝
生
涯

２７
学
習
セ
ン
タ
ー
▽
参
加
資

格
＝
市
内
で
音
楽
活
動
を

行
い
、
発
表
に
伴
う
準
備

・
進
行
等
が
で
き
る
団
体

※
営
利
、
政
治
、
宗
教
等

の
活
動
を
行
う
団
体
は
参

加
で
き
ま
せ
ん
▽
定
員
＝

　

団
体
（
多
数
抽
選
）
▽

２０音
楽
ジ
ャ
ン
ル
＝
声
楽
、

器
楽
に
よ
る
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
（
ロ
ッ
ク
、
ジ
ャ
ズ
、

演
歌
等
は
除
く
）
▽
演
奏

時
間
＝
１
団
体　

分
程
度

１０

（
舞
台
へ
の
入
退
場
時
間

を
含
む
）
▽
参
加
費
＝
無

料
▽
申
し
込
み
＝
８
月　
３１

日
ま
で
（
土
・
日
曜
を
除

く
）
に
直
接
生
涯
学
習
課

窓
口
へ

　

□問
 

流
山
市
音
楽
家
協
会

・
里
舘
�
７
１
５
３
―
４

０
８
５

快適なくらしと健康
サイエンス夢工房の公開講座

講　　師テーマ期　日

奥羽大学薬学部
山本　正雅　准教授

血を止める主役、血小
板の素顔

９月１５日�

東京理科大学薬学部
安部　良　教授

ストレスと免疫の密接
な関係

９月２９日�

東京理科大学薬学部
牧野　公子　教授

微粒子を使ったドラッ
グデリバリィシステム

１０月１３日�

東京理科大学基礎工学部
辻　　孝　教授

次世代再生医療として
の歯の再生

１０月２７日�

人間総合科学大学
島�　弘幸　教授

メタボリックシンドロー
ムとお父さんの肥満予防

１１月１０日�

株式会社　日本ケミコン
千葉　保彦　さん

「警報の鳴るタイタニック地
球号を救え！」地球温暖化―
京都議定書からの１０年―

１１月１７日�

ぶどう・梨・ブルーベリー
もぎたて果実はいかが！

　「もぎたて果実のみずみずしさを味わって」

と市観光果樹組合では、ぶどう、梨、ブルーベ
リーのもぎ取りや直売を行っています。詳細は
各果樹園に問い合わせを（ぶどう①～⑦、梨⑤
～⑧、ブルーベリー⑨）

　□問 農政課�７１５０－６０８６

市民芸術劇場

　練習の成果を市民音楽祭で

�������������
�������������
�������������
�������������
�������������

８月５日から８月５日から
チケット販売チケット販売

�７１５２－４５６８鏑木観光果樹園（駒木台）①
�７１５８－４７２３芳野ぶどう園（古間木）②
�７１７４－４４５１水代果樹園（向小金）③
�７１４５－６２４７高城農園（名都借）④
�７１５２－０６２３奥富観光果樹園（東初石）⑤
�７１５２－０８３９須賀観光果樹園（十太夫）⑥
�７１５３－４９１１小倉果樹園（駒木台）⑦
�７１４４－７８６３水野果樹園（前ケ崎）⑧
�７１５８－９９８４ブルーベリーガーデン池田（上貝塚）⑨
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